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賃 　 貸 　 要 　 項
1. 賃貸料金は１日1枚（枠、本、個）当りの価格です。
2. 賃貸期間が30日未満の場合、30日分の賃貸料となります。
3. 弊社に原因の無い未使用返品が生じた場合、最低保障として

入出庫手数料又は30日間の賃貸料金を頂くことになります。
但し、30日間を超えた場合は実日数の賃貸料金となります。

4. 返納品検収の際、完全に不良と見なされるものは別として、
修理が必要なものに対しては特別修理代金を別途請求致しま
す。

5. 整備料は当社工場内での検収と一般整備を含んだものとし、
賃貸品全品にかかります。

6. 紛失又は不良が生じた場合は弁償料金を頂きます。
但し、不良品（大破、使用不能、修理不能等）についてはス
クラップ価格にて買取り致します。（但し、クランプ、附属
品は除く）

7. 返品の際は規格別数量を明記した送り状を持参の上、原則と
して双方立合いの上検収すること。
尚、賃貸人の立合いなき場合は運送者を代行と見なし、当社
の検収基準により受領書の発行を行ないます。

8. 返品の際、当社製品以外のものは受納致しかねますので御協
力方お願い致します。

9. ガス及び電気使用等、当社製品に加工又は変化をきたす状態
になった場合すべて不良査定になりますので御注意下さい。

10.  受渡場所は当社工場となります。
11.  敷鉄板は、お客様のお車で引取持込の場合は入出庫料を申し

受けます。
12.  工場受渡時間午前8：00～午後4：00まで　但し、土曜日は
午前中のみ　（第2・4土曜日・日曜日・祭日は全休となり
ます。）
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上記のご協力により返却時間が大幅に短縮でき、
待ち時間も少なくご返車頂けます。

お早くご返車いただくためにご協力下さい。 

◇その他ご返却時に特にお願いしたいこと。◇ 

出荷時と同様出来るだ
け区別し梱包して下さい。 
（長さ別、種類別に区分） 

入出荷は全てリフトです。
お手数ですがリフトの積
み降ししやすいようご協
力下さい。 

入庫時間は平日は１６：００
までにお願いします。 

1. 減失、紛失トラブル防止のため送り状を必ずつけて下さい。 

2. 荷おろし時及び運搬途中の荷くずれによる危険を防止するためにも、結束して下さい。 

3. 他社品とつみ合せのときは当社のものを必ず上にして下さい。 

4. ジャッキベース金具、大引受等はパレット又は台のかわりになる物に数えやすい様にして下さい。 

5. クランプ、ジョイント等小物部品類は30又は20個ずつ袋詰めにして下さい。 

6. パイプ、交さ筋かい、手摺、手摺柱類は必ず長さ別に梱包をお願いします（50本又は100本結束）。 

7. 他社品が混入しない様に必ず仕分けしてお返し下さい。 
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返却時のお願い
●荷姿は納入時と出来るだけ同じに、又必ず結束をお願いします。

●送り状は現場で正確に数えて必ず添付して下さい。

※当社では返却時の荷姿をデジタルカメラにより撮影しております。

●鳥居型建枠
同じ物をすこしずらし交互に25段積とし、50枚に
して結束する。

●梯子型建枠
同じ物を同じ形で積み上げ25枚にして結束する。

●床付布枠・長尺足場板
同じ物を20枚にして結束する。
一番下はウラガエシにずる。

●交さ筋かい、手摺、手摺柱、パイプ、朝顔部材など
長さ別、種類別に50本又は100本とし、少数のも
のはあるだけで結束する。

●ジャッキベース金具・大引受
50本ずつプレートを外側に向け積みあげ結束するか、
又はパレット等の上につむ。

●クランプ、等小物部品類
同種類の物を30個又は20個で袋詰にしてまとめる。

●吊り足場
同じ物をすこしづらし交互に25段積とし、50枚に
して4ケ所結束する。

●パイプサポート
同じサイズのものを10列5段とし、50本にして結
束する。

●四角支柱
種類ごとに16本にして結束する。

●伸縮プブラケット
同じ物を10段積とし20本にして結束する。
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クロスゲート

■部材名称表■仕様図

■仕様図

※Ｈ-120型は販売品となります。
※Ｗタイプは、Ｓタイプ左右、各１組ずつとする。

※Ｗタイプは、Ｓタイプ左右、各１組ずつとする。
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ハイキャスターゲート

■特　徴
●堅牢につくられているため、資材置場・建築土木工事現場などに最適

です。

●ハイキャスターゲートは、外部・内部から車輌の出入がしやすく、開

閉も手早く行なえます。

●強さと、美観をそなえ、また機能性を発揮できるように設計されてい

ます。

●間口いっぱいに使用できます。

●キャスターをダブルに取り付けているため、安定しています。

●現場での取り付け、取りはずし、運搬、撤去作業も迅速に行なえます。

●交換部品もほとんどいらなく、経済的です。

寸　　法 
1,800H×5,000W（片開） 

型　　式 
HCG-S50

寸　　法 
1,800H×10,000W（両開） 

型　　式 
HCG-W50

HCG
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パネルゲート
■仕　　様

PG

■組立手順
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シートゲート
■柱つきタイプ
（片開式：SP型 両開式：DP型）

SD

※お願い
①柱は単管パイプ等で適当に補強してくだ
さい。（各柱に単クランプ2ケ付）

②アンカーのコンクリートは別図の様に。

アンカー部

※　この図面は、SD－70DPを示します。 

片

　

開

　

式

 

両

　

開

　

式

 

柱

　

付

　

タ

　

イ

　

プ

 

型　　式 

SD－54SP 

SD－60SP 

SD－70SP 

SD－54DP 

SD－60DP 

SD－70DP

5,400 

6,000 

7,000 

5,400 

6,000 

7,000

W（芯々） 

〈M/M〉 

1 

1 

1 

2 

2 

2

シート 

〈枚〉 

1 

1 

1 

1 

1 

1

ガイド　 
　レール 

〈本〉 

2 

2 

2 

2 

2 

2

建　柱 
タンバッ 
ク ル 付  

〈本〉 

9 

10 

11 

10 

12 

12

走行　 
　パイプ 

〈本〉 

9 

10 

11 

10 

12 

12

単　　庫 
（ボルト付） 

〈個〉 

2 

2 

2 

2 

2 

2

レール取付 
金物◯ 

（Uボルト付） 

〈組〉 

4 

4 

4 

4 

4 

4

取手（A） 
（ボルト付） 

〈組〉 

0 

0 

0 

2 

2 

2

取手（B） 
（ボルト付） 

〈組〉 

0 

0 

0 

2 

2 

2

取手（C） 
（ボルト付） 

〈組〉 

22 

24 

26 

24 

28 

28

組立用　 
　ボルト 

〈本〉 

大 

（ ） 

⑥ ① ③＋⑭ ⑦ ②＋⑨ ④＋⑤ ⑩ ⑩′ ⑩″ ⑧ 

（間　口） 
（間　口） 
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仮 囲 鋼 板
■仕様・規格

SK-300A

SK-200A

■フックボルト（販売品）

■断面形状

SK－200A

SK－300A
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SG-3 SG-2
■組立図

■取付け順序例

20
00

17
00

20
0

20
0

製品重量 59.0kg 製品重量 42.0kg
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枠 組 足 場 組立と構成

■枠組足場の種類
枠組足場はバリエーションを取り揃えていますが、基

本的にはインチサイズです。

■枠組足場の使用基準
このカタログに掲載してある枠組足場の基本部材は、

労働安全衛生法の規定に基づいて制定された労働省告

示の構造規格及び仮設工業会の構造基準に則って製作

しております。

従って、主要な部材は一部を除いて、基準内にある他

メーカーの製品と互換性があります。このことは、枠

組足場の使用基準は、各メーカーごとに違いがない事

を意味します。即ち、共通の基準となりますので、こ

れに該当する当社製品につきましても（社）仮設工業

会発行の『基本部材で構成する・わく組足場の使用基

準』をよくご覧の上、ご使用下さい。なお、同基準に

は枠組足場の仕様、組立・解体方法、使用時の注意事

項等についての詳細が記載されております。

■枠組足場の特長
�組立・解体は、作業のほとんどを、工具なしでワン

タッチで行うことができます。

①交叉筋違、アームロック、手摺等は、筋違止め

（交叉筋違ピン）に端部穴を差し込むだけでロッ

クがかかります。

②踏板は建枠の横架材につかみ金具を落とし込むだ

けで、自動的にロックされます。

③建枠のジョイントでアームロック不要の連結ピン

（ラクピン）は、建枠をピンに落とし込むだけで、

自動的にロックされます。

④筋違止めのロック方式は、スプリング式と自動落

下式の２種類があり選択できます。

�建枠は特殊品を除いて内穴（メッキ用抜き穴）方式

ですから、外観上スマートです。

�当社製踏板のつかみ金具は、独自の仮置き機能付き

ですから、解体時の１人作業が楽に行えます。

�当社製の建枠（筋違止め）、踏板（つかみ金具）、階

段（密着重ねの構造）等は、特許庁に実用新案の登

録がされているものがあります。

（mm） 
寸法 

種類 枠幅Ｗ 高　さＨ スパンＬ 

イ
ン
チ
サ
イ
ズ 

1219 

914 

762 

610

1829 

1524 

1219 

914 

610

1955（Ａ-4064） 

 

1725（標　準） 

特長の図解
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左表は枠組足場組立例（上図）の部材表です。

②建枠の種類やサイズが異なる枠組の場合は、これ

に関連して部材の品種や数量が変わることがありま

す。

左表中、Ｎは部材数量、Ｓはスパン数、Ｈは層数と

します。

連結ピンは最上層の手摺柱の種類によってはN3＝

N2×２となることがあります。

布板の所要数は、使用する建枠が簡易枠等の場合に

はN6＝S×Hとなります。

枠組の計画図に従って、開口部や階段等の有無によ

り、算出式を基に適宜、部材の割り出しを行います。

▲
▲

▲
▲

▲
▲

■枠組足場の全体構成

No. 

① 
② 
③ 
④ 
⑤ 
⑥ 
⑦ 
⑧ 
⑨ 
⑩ 
⑪ 
⑫ 
⑬ 
⑭ 
⑮ 
⑯ 
⑰ 
⑱ 
⑲ 

型　　　式 
インチサイズ 
Ａ-752 
Ａ-4055A 
Ａ-14 
BKN-6 
Ａ-127A 
Ａ-126 
Ａ-20L 
 
Ｋ-3055S 
KHR 
KST 
Ａ-1453A 
Ａ-147 
Ａ-150 
Ａ-1475 
Ａ-25 
Ａ-31S 
Ａ-29S 
ＧＲ-6012

名 　 称  

ジャッキベース 
建 枠  
交 叉 筋 違  
布 板  
アームロック 
アームロック 
連 結 ピ ン  
階 段 受  
階 段  
階 段 手 摺  
階段開口手摺 
梁 枠 受  
梁 枠  
梁 渡 し  
方 杖  
手 摺 柱  
手 摺  
手 摺  
コーナーガード 

所　要　数　量 

Ｎ1＝（Ｓ＋１）×２ 

Ｎ2＝（Ｓ＋１）×Ｈ 

Ｎ3＝Ｎ2×２－Ｎ1 

Ｎ4＝Ｎ2×２ 

Ｎ5＝Ｓ×Ｈ×２ 

Ｎ6＝Ｎ5 

Ｎ7＝Ｓ＋１ 

Ｎ8＝Ｓ×２ 

品 名  

ジャッキベース 

建 枠  

連 結 ピ ン  

アームロック 

交 叉 筋 違  

布 板  

手 摺 柱  

手 摺  

枠組足場主要部材の概算所要数

構成部材
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製造メーカー：（株）シンニッタン 

許容重量 
4.35t：Ｗ＝1219・914 
3.5 t：Ｗ＝ 762・610 

　　　　　　（及びブラケット枠） 

（主要材質　STK－500　3種） 

１ ２ ３ ４ 

５ ６ ７ ８ 

９ １０ １１ １２ 

１３ １４ １５ １６ 

鳥居型枠　A-4064
Ｈ＝1930 
Ｗ＝1219

鳥居型枠　A-4055B
Ｈ＝1700 
Ｗ＝1219

鳥居型枠　A-405
Ｈ＝1524 
Ｗ＝1219

梯子型枠　A-404L
Ｈ＝1219 
Ｗ＝1219

梯子型枠　A-403L
Ｈ＝914 
Ｗ＝1219

調節枠　A-417
Ｈ＝490 
Ｗ＝1219

鳥居型枠　A-3055A
Ｈ＝1700 
Ｗ＝914

鳥居型枠　A-305
Ｈ＝1524 
Ｗ＝914

調節枠　A-304L
Ｈ＝1219 
Ｗ＝914

調節枠　A-303L
Ｈ＝914 
Ｗ＝914

調節枠　A-317
Ｈ＝490 
Ｗ＝914

鳥居型枠　A-2655A
Ｈ＝1700 
Ｗ＝762

簡易枠　A-6155A
Ｈ＝1700 
Ｗ＝610

ブラケット枠　A-6117
Ｈ＝1700 
Ｗ＝610→914

ブラケット枠　A-3017
Ｈ＝1700 
Ｗ＝914→1219

ブラケット枠　A-2617
Ｈ＝1700 
Ｗ＝762→1219
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枠組足場・支保工

１ 鳥居型枠 A-4064

1829 
1524 
1219 
914 
610

スパンm／m
A-14 
A-11 
A-13 
A-012 
A-12

筋　違 
BKN-6×2枚 
BKN-5×2 
BKN-4×2 
BKN-3×2 
BKN-2×2

布　板 ●許容重量 
　　　……4.0ton 

●重　　量 
　　　……21.2kg

２ 鳥居型枠 A-4055B

1829 
1524 
1219 
914 
610

スパンm／m
A-14 
A-11 
A-13 
A-012 
A-12

筋　違 
BKN-6×2枚 
BKN-5×2 
BKN-4×2 
BKN-3×2 
BKN-2×2

布　板 ●許容重量 
　　　……4.35ton 

●重　　量 
　　　……16.1kg

３ 鳥居型枠 A-405

1829 
1524 
1219 
914 
610

スパンm／m
A-14 
A-11 
A-13 
A-012 
A-12

筋　違 
BKN-6×2枚 
BKN-5×2 
BKN-4×2 
BKN-3×2 
BKN-2×2

布　板 ●許容重量 
　　　……4.35ton 

●重　　量 
　　　……15kg

４ 梯子型枠 A-404L

1829 
1524 
1219 
914 
610

スパンm／m
A-19 
A-18 
A-012 
A-19S 
A-09

筋　違 
BKN-6×2枚 
BKN-5×2 
BKN-4×2 
BKN-3×2 
BKN-2×2

布　板 ●許容重量 
　　　……4.35ton 

●重　　量 
　　　……14.5kg

３
０
 

８
０
 

１２１９ 

２３５ ２３５ 

１
２
１
９
 

５
３
０
 

４
８
０
 

４
９
５
 

１
５
２
 

５
５
９
 

７４９ 

１
５
０
５
 

３
９
５
 

１
９
３
０
 

３
０
 

８
０
 

１２１９ 

１７２ １７２ 

３
８
０
 

３
９
７
．
５
 

３
９
２
．
５
 

１
１
７
０
 

５
０
０
 

８７５ 

２
４
０
．
５
 

１
２
１
９
 

２
４
０
．
５
 

１
７
０
０
 

３
０
 

８
０
 

１２１９ 

２３５ ２３５ 

１
２
１
９
 

５
７
０
 

６
０
０
 

１
５
２
 

１
５
３
 

７４９ 

１
１
７
０
 

３
２
４
 

１
５
２
４
 

６０９．５ 

１２１９ 

１
５
２
 

９
１
４
 

１
５
３
 

６０９．５ 

３
７
９
 

１
２
１
９
 

３
０
 

４
０
５
 

４
０
５
 

８
１
０
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５ 梯子型建枠 A-403L

1829 
1524 
1219 
914 
610

スパンm／m
A-08 
A- 9 
A-12 
A-09 
A-08S

筋　違 
BKN-6×2枚 
BKN-5×2 
BKN-4×2 
BKN-3×2 
BKN-2×2

布　板 ●許容重量 
　　　……4.35ton 

●重　　量 
　　　……11.4kg

６ 調 節 枠 A-417

1829 
1524 
1219 
914 
610

スパンm／m
A-16S 
A-16 
A-16A 
A-16B 
A-16C

筋　違 
BKN-6×2枚 
BKN-5×2 
BKN-4×2 
BKN-3×2 
BKN-2×2

布　板 ●許容重量 
　　　……4.35ton 

●重　　量 
　　　……9.6kg

７ 鳥居型枠 A-3055A

1829 
1524 
1219 
914 
610

スパンm／m
A-14 
A-11 
A-13 
A-012 
A-12

筋　違 
BKN-6／624 
BKN-5／524 
BKN-4／424 
BKN-3／324 
BKN-2／224

布　板 ●許容重量 
　　　……4.35ton 

●重　　量 
　　　……14.2kg 
　　　　（ピン付重量） 

８ 鳥居型建枠 A-305

1829 
1524 
1219 
914 
610

スパンm／m
A-14 
A-11 
A-13 
A-012 
A-12

筋　違 
BKN-6／624 
BKN-5／524 
BKN-4／424 
BKN-3／324 
BKN-2／224

布　板 ●許容重量 
　　　……4.35ton 

●重　　量 
　　　……13.5kg 
　　　　（ピン付重量） 

１２１９ 

６０９．５ ６０９．５ 

１
５
２
 

６
１
０
 

１
５
２
 

９
１
４
 

３
０
 

５
０
０
 

３
８
４
 

４５９．５ 

１２１９ 

３００ 

１
５
２
 

２
８
０
 

５
８
 

４５９．５ 

４
９
０
 

３
０
 

３
３
３
 

１
２
７
 

１
７
０
０
 

３
０
 

１
１
７
０
 

５
７
０
 

５
０
０
 

９１４ 

１７２ １７２ 

６
０
０
 

５７０ 

１
５
２
 

１
２
１
９
 

３
２
９
 

１
５
２
 

１
２
１
９
 

１
５
３
 

３
０
 

１
１
７
０
 

３
２
４
 

６
０
０
 

５
７
０
 

９１４ 

１７２ １７２ ５７０ 

１
５
２
４
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９ 調 節 枠 A-304L

1829 
1524 
1219 
914 
610

スパンm／m
A-19 
A-18 
A-012 
A-19S 
A-09

筋　違 
BKN-6／624 
BKN-5／524 
BKN-4／424 
BKN-3／324 
BKN-2／224

布　板 ●許容重量 
　　　……4.35ton 

●重　　量 
　　　……12.7kg

１０ 調 節 枠 A-303L

1829 
1524 
1219 
914 
610

スパンm／m
A-08 
A- 9 
A-12 
A-09 
A-08S

筋　違 
BKN-6／624 
BKN-5／524 
BKN-4／424 
BKN-3／324 
BKN-2／224

布　板 ●許容重量 
　　　……4.35ton 

●重　　量 
　　　……9.9kg

１１ 調 節 枠 A-317

1829 
1524 
1219 
914 
6610

スパンm／m
A-16S 
A-16 
A-16A 
A-16B 
A-16C

筋　違 
BKN-6／624 
BKN-5／524 
BKN-4／424 
BKN-3／324 
BKN-2／224

布　板 ●許容重量 
　　　……4.35ton 

●重　　量 
　　　……7.5kg

１２ 鳥居型枠 A-2655A

1829 
1524 
1219 
914 
610

スパンm／m
A-14 
A-11 
A-13 
A-012 
A-12

筋　違 
BKN-6 
BKN-5 
BKN-4 
BKN-3 
BKN-2

布　板 ●許容重量 
　　　……3.5ton 

●重　　量 
　　　……13.5kg 
　　　　（ピン付重量） 

９１４ 

４５７ ４５７ 

１
５
２
 

９
１
４
 

１
５
３
 

１
２
１
９
 

３
０
 

４
０
５
 

８
１
０
 

３
７
９
 

４
０
５
 

９１４ 

４５７ ４５７ 

１
５
２
 

９
１
４
 

３
０
 

５
０
０
 

３
８
４
 

６
１
０
 

１
５
２
 

９１４ 

１
５
２
 

４
９
０
 

４５７ ４５７ 

３
０
 

３
３
３
 

１
２
７
 

２
８
０
 

５
８
 

３
０
 

７６２ 

１１２ １１２ 

１
１
７
０
 

５
０
０
 

５
７
０
 

５３８ 

６
０
０
 

１
５
２
 

１
２
１
９
 

３
２
９
 

１
７
０
０
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１３ 鳥居型枠 A-6155A

1829 
1524 
1219 
914 
610

スパンm／m
A-14 
A-11 
A-13 
A-012 
A-12

筋　違 
BKN-6 
BKN-5 
BKN-4 
BKN-3 
BKN-2

布　板 ●許容重量 
　　　……3.5ton 

●重　　量 
　　　……13.2kg 
　　　　（ピン付重量） 

１４ 

１５ 

拡 げ 枠 A-3017

1829 
1524 
1219 
914 
610

スパンm／m
A-14 
A-11 
A-13 
A-012 
A-12

筋　違 
BKN-6×2枚 
BKN-5×2 
BKN-4×2 
BKN-3×2 
BKN-2×2

布　板 ●許容重量 
　　　……3.0ton 

●重　　量 
　　　……18.0kg

１６ 拡 げ 枠 A-2617

1829 
1524 
1219 
914 
610

スパンm／m
A-14 
A-11 
A-13 
A-012 
A-12

筋　違 
BKN-6×2枚 
BKN-5×2 
BKN-4×2 
BKN-3×2 
BKN-2×2

布　板 ●許容重量 
　　　……3.0ton 

●重　　量 
　　　……17.5kg

３
０
 

１
１
７
０
 

５
７
０
 

６
０
０
 

５
０
０
 

６１０ 

１１２ ３８６ １１２ 

１
５
２
 

１
２
１
９
 

３
２
９
 

１
７
０
０
 

３
０
 

１
７
０
０
 

１１２ １１２ 

５
７
０
 

６
０
０
 

４５７ 

１２１９ 

１
５
２
 

１
２
１
９
 

７６２ 

７
０
０
 

５３８ 

５
０
０
 

３
２
９
 

１
１
７
０
 

３
０
 

１
７
０
０
 

１７２ １７２ 

５
７
０
 

６
０
０
 

３０５ 

１２１９ 

９１４ 

７
０
０
 

５７０ 

１
５
２
 

１
２
１
９
 １
１
７
０
 

５
０
０
 

３
２
９
 

拡 げ 枠 A-6117

1829 
1524 
1219 
914 
610

スパンm／m
A-14 
A-11 
A-13 
A-012 
A-12

筋　違 
BKN-6／624 
BKN-5／524 
BKN-4／424 
BKN-3／324 
BKN-2／224

布　板 ●許容重量 
　　　……3.0ton 

●重　　量 
　　　……16.8kg 
　　　　（ピン付重量） 

７
０
０
 

３
０
 

１
７
０
０
 

６１０ 

５
７
０
 

６
０
０
 

５
０
０
 

１
１
７
０
 

１
５
２
 

１
２
１
９
 

３
２
９
 

３０４ 

９１４ 

１１２ ３８６ １１２ 
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■筋違

■枠組サポートスパン別筋違組合せ表

■アームロック

筋違・アームロック
（主要材質STK-500 3種）

注）アームレス用建枠使用時は、アームロック不用
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鋼製布板・手摺・コーナーガード

鋼製布板 Ｗ＝500

品　　名 
鋼 製 布 板 
許 容 荷 重 

品　　番 
BKN 6 
BKN 5 
BKN 4 
BKN 3 
BKN 2

�寸法mm
1,829 
1,524 
1,219 
914 
610

15.8 
13.0 
10.7 
8.5 
6.3

製品重量kg

 
許 容 荷 重 

 
250kg

鋼製布板 Ｗ＝240

品　　名 
鋼 製 布 板 
許 容 荷 重 

品　　番 
BKN 624 
BKN 524 
BKN 424 
BKN 324 
BKN 242

�寸法mm
1,829 
1,524 
1,219 
914 
610

8.5 
7.3 
6.2 
5.0 
4.0

製品重量kg

 
許 容 荷 重 

 
120kg

手 摺 柱 Ａ-25

2.8kg製品重量 

手 摺 柱 Ａ-25A

手　摺 

記　号 
A-31S 
A-30S 
A-29S 
A-27S

Ｌm／m
1829 
1524 
1219 
914

2.3 
1.9 
1.6 
1.2

重量kg
品　番 
GR-914  
GR-610  
GR-6012

調整長 
900～1219mm 
600～ 914mm 
600～1219mm

2.0kg 
1.6kg 
2.1kg

製品重量 

コーナーガード 

3kg製品重量 

（主要材質　SPHC） 



23

枠
組
足
場
・
支
保
工

杉崎リース工業株式会社

Comprehensive  catalog

ジャッキ類

ロングジャッキベース A-752S ジャッキベース A-752

ロング大引受ジャッキ A-752HS 大引受ジャッキ A-752H

ダブルロング大引受ジャッキ A-752HSW ダブル大引受ジャッキ A-752HW
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ピボット・ベース・キャスター

ピポット Pー1 ピポットジャッキ A-427P

棒ジャッキ A-75 大 引 受 A-15H

枠固定ベース A-15 アームレスピン A-20L

キャスター A-725 ジャッキキャスター A-728J

製品重量 Ａ－20L 0.6 kg
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階　段　枠

階 段 枠 K-3055S 階 段 枠 K-4055S

階 段 枠 K-3064S 階 段 枠 K-4064S

アルミ階段枠 KA-3055S

●アルミ製軽量階段枠

●部材ごとの取替処理可能

（材質　アルミ）



図 解 図 解 
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階段手摺・垂直梯子
階段手摺枠 KST 階段手摺 KHR

垂直梯子 LX-1700 垂直梯子 LX-2450

製品重量 12.9㎏製品重量 10.7㎏

製　品　重　量 12.5㎏ 製　品　重　量 6.5㎏
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壁 つ な ぎ

壁つなぎ

■特　長
●取扱いの楽なターンバックル調整式。

●主材はW5/8材を使用。

●インサートへのねじ込み部材はW1/2高張力使用。

●つかみ金具（クランプ）は48.6φ、42.7φ兼用型で便利。

●調整ボルトは、丸ネジ（ネジピッチが従来の倍）を採用しており、寸法調整が早くできます。

●クンクリートノロ付着防止のため全商品にビニールカバーを取り付けています。

■かべつなぎ取付間隔ならびに許容風速

項　　　　　　目 垂直方向（m） 水平方向（m） 

３.４ 
（２層） 

３.６６ 
（２スパン） 

５.１ 
（４層） 

５.４９ 
（３スパン） 

６.８ 
（４層） 

７.３２ 
（４スパン） 

面　積（㎡） 許容風速（m/s） 

１２.４ 

２８.０ 

４９.８ 

２１ 

３０ 

３１ 

シート張り 

ネットフレーム張り・養生金網張り 

建わく・筋かいのみ 

重量（㎏） 0.6重量（㎏） 0.5

重量（㎏） 0.9重量（㎏） 0.7

重量（㎏） 1.2重量（㎏） 1.0

重量（㎏） 1.6

重量（㎏） 2.1

H-130

H-200

H-400

H-160

H-300

H-600

H-800

H-1000

※　１本当りの許容荷重　500㎏/本
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梁　　　枠

梁　　枠 A-146 4スパン用 重　　量 61.2㎏

梁　　枠 A-147 3スパン用 重　　量 38.8㎏

梁　　枠 A-148 2スパン用 重　　量 28.3㎏

隅 梁 受 A-1453A

梁 渡 し

方　　杖 A-1475 重　　量 5.7㎏

１８２９×４スパン用 

３８００ ３８００ 

７６００ 

３
９
９
 

１
４
０
 

１８２９×３スパン用 

６７０６ 

１
４
０
 

４
１
２
 ． ５
 

１８２９×２スパン用 

１
４
０
 

４８７７ 

４
１
２
 ． ５
 

１
３
９
 

４５ ９ ３５ ３３ 

１
４
８
 

９
０
 

１５４ 

１
３
９
 

３８ ５２ ３８ 
１２８ 

φ
４
２
．
７
 

１５００ ６６ ６６ 

Ｌ＋１０９ 

Ｌ ５４．５ ５４．５ 

Ｌ＋１７３ 

３
３
．
７
 

４６ 

品　名 a（枠巾） 

６１０ 

７６２ 

９１４ 

１２１９ 

b（㎜） 

７１８ 

８７０ 

１０２２ 

１３２７ 

重量（㎏） 

４.７ 

５.１ 

５.４ 

８.８ 

A-153 

A-151 

A-152 

A-150

ボルトナット　計8ケ別売〔



29

枠
組
足
場
・
支
保
工

杉崎リース工業株式会社

Comprehensive  catalog

■梁枠許容荷重表 ■梁枠組合せ数量

梁枠見取図

交又筋違 
建枠 

梁枠 

布板 
ＢＫＮ－６／６２４ 

Ａ－１４７ 

梁渡し 
Ａ－１５２ 

隅梁受 
Ａ－１４５３Ａ 

Ａ－３０５５Ａ 
Ａ－１４ 

梁枠詳細図（W＝914枠使用　３スパン用）

梁　枠 

隅梁受 

梁渡し 

方　杖 

規　　　　格 2スパン 

 

 

2 

4 

1 

1 

1 

1 

4

3スパン 

 

2 

 

4 

2 

2 

2 

2 

4

4スパン 

2 

 

 

4 

3 

3 

3 

3 

4

A－146 

A－147 

A－148 

A－1453A 

A－150＝1219 

A－151＝762 

A－152＝914 

A－153＝610 

A－1475

品　　　　番 

1枠当りPmax×（t） 

1 枠 許 容 荷 重 （t） 

許容荷重時たわみ（㎜） 

A-148

4.03 

2.0 

8.0（中央部） 

A-147

5.9 

2.9（P1＝1.45） 

6.0（中央部） 
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コーナーステップ

■特　長
①コーナーステップは枠組足場同士のコーナーのスキマに

使用する鋼製足場板で、ほぼフラットな作業床が構成さ

れます。

②枠組間のスキマは、建枠の横架材中心から、約150～400

の範囲で使用できます。（左図寸法Ｌ）

③製品の両サイドには、それぞれ４個づつの番線用の穴が

ありますので、使用位置に近い所で固定できます。

■使用上の注意
①コーナーステップを使用する場合にはつかみ金具の吹き

上げ防止リンクが確実に効いている状態で使用して下さ

い。また、テール側は番線で固定して下さい。

②製品を２枚並べて使用する場合は、互い同士のスキマが

30以下になるようにして下さい。

③掛け渡すスキマの距離によって許容荷重が異なりますの

で、下表の範囲で使用して下さい。なお、安全上スキマ

が400を超える場合には使用しないで下さい。

品　種 使用間隔L（㎜） 

300以下 

350　　 

400　　 

300以下 

350　　 

400　　 

許容荷重（㎏） 

250 

200 

150 

100 

75 

50

CS-500 

 

 

CS-250

型　式 

CS-500 

CS-250

重量（㎏） 

7.4 

4.0

CS-500

CS-250

コーナーステップ

コーナーガード
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朝　　顔 組立構成図／部材表

■SKアサガオ 組立構成図

■取付断面図

部　材　表 １．直線部 
① アサガオ主材セット ② バンノー受けC型 ③ フレ止め 

④ バンノー受けL型 ⑤ バンノー押え ⑥ バンノー鋼板 

⑦ アサガオ斜材 ⑧ スライド管 ⑨ ⑩ 　主材取付金具 　斜材取付金具 
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２．コーナー部 
① センター主材 

⑤ センターフレーム 

⑨ センター斜材 

② コーナー主材 

⑥ コーナーフレーム 

⑩ コーナー斜材 

③ パネルA・B・C

⑦ 主材取付金具 

⑪ センタースライド管 

④ フレ止め 

⑧ 斜材取付金具 

⑫ コーナースライド管 
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隅　朝　顔 組立手順

連接部 

主材取付金具 

斜材取付け金具 

連接部 

主材取付金具 

斜材取付け金具 

■１．直線部

主材の取り付け バンノー受け材取り付け

バンノー押えフィックス アサガオ斜材の固定

SKアサガオの組立手順
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連接部 

主材取付金具 

斜材取付け金具 

連接部 

主材取付金具 

斜材取付け金具 

■2．コーナー部

主材の取り付け バンノー取り付け（正面）

斜材の固定 隣接部アサガオと緊結

コーナーアサガオの組立手順

組立に必要な工具類
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先 行 手 摺

先　行　手　摺 
（組立解体用先行手摺） 

先行手摺は、枠組足場
の組立及び解体時に、
常に手摺が先行して
設置される上下スライ
ド式の安全機材です。 

品　　名 

①先行支柱固定金具 

②先行手摺柱 

③先行伸縮手摺 

品　　番 

ST－1 

ST－2A 

ST－3

①先行支柱固定金具 

②先 行 手 摺 柱 

③先 行 伸 縮 手 摺 

①

②

③
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養生枠 OS4055

養生クランプ

■組立方法

■使用上の注意

枠 目 図 解
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枠 組 足 場 施工方法と注意事項

◆枠組足場の施工にあたりましては、（社）仮設工業会発行の『わく組足場の使用基準』をよくご覧の上、これを

遵守して下さい。本編ではこれと重複する部分もありますが、補足説明として同様にお考え下さい。

■枠組足場の組立て高さと積載荷重
�枠組足場の組立て高さ

通常、枠組足場の高さは、標準枠、簡易枠共45mを限度として下さい。もしこれ以上の高さにする場合は、
荷重計算を行い、それぞれ許容強度以内でご使用下さい。その結果により、壁つなぎ間隔を密にしたり脚柱に
補強を設ける等の対策を講じて下さい。
�建枠に架かる荷重
下表は、例として建枠の種類別にそれぞれ45mまで建てた場合の、荷重の合計と郷土の関係を表したものです。

◆上表の枠組足場の内容は、交叉筋違を両側に取付け、鋼製布板を標準枠及び拡幅枠では２枚、簡易枠では１枚

を全層に敷き、朝顔を２段設け、最上部に手摺柱、手摺を取付けて、外側に全面メッシュシートを張った場合

です。また、拡幅枠の位置は地上から３層目に設定してあります。

◆足場の高さ45m以下とは、ジャッキベースの下端から最上層の手摺までとします。

建枠の種類 枠組部材重量 

（㎏） 

1718 

（2259） 

1776 

（2318） 

1592 

（2134） 

1299 

（1841） 

1244 

（1786） 

1655 

（2154） 

1764 

（2306） 

1487 

（1986） 

1572 

（2114） 

2.72 

（3.26） 

2.78 

（3.32） 

2.34 

（2.88） 

1.80 

（2.35） 

1.75 

（2.29） 

2.66 

★（3.16） 

2.77 

（3.31） 

2.23 

（2.73） 

2.32 

（2.86） 

作業荷重 

（㎏） 

500㎏×２層同時 

〃 

370㎏×２層同時 

250㎏×２層同時 

〃 

500㎏×２層同時 

（拡幅枠より上に載荷） 

〃 

370㎏×２層同時 

（拡幅枠より上に載荷） 

合　　計 
（最下層に架かる荷重） 

（ton） 

45m高さの枠組足場の荷重計算例（１スパン当り） 

建枠の許容支持力 

（ton） 

＜　4.0  

＜　4.35 

＜　4.35 

＜　3.5  

＜　3.5  

＜　3.0  

＞　3.0  

＜　4.35 

＜　3.0  

＜　3.5

区　分 

標準枠 

簡易枠 

標準枠 

拡幅枠 

型　式 

A-4064 

A-4055B 

A-3055A 

A-2655A 

A-6115A 

A-4055B 

A-3017 

A-3055A 

A-3055A 

A-6117 

A-6155A

形　状 

標準枠 

拡幅枠 

簡易枠 

拡
幅
枠 

　
　
よ
り
上 

最
下
層 

拡
幅
枠 

　
　
よ
り
上 

最
下
層 
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◆部材重量と合計の（ ）内数値は、メッシュシートの代わりにエキスバンドメタルの鋼製養生枠（ネットフレ

ーム）を使用した場合です。上表中、標準枠と拡幅枠の組合せで★印は、強度不足となります。従って、この

ように場合は作業荷重を減らしたり、補強する等の対策が必要となります。なお、これに階段等がセットされ

ると、なお条件が悪くなります。

■基礎及び足回り
�足場を設置する地盤は、沈下や移動が生じないように
突き固めて整地し、敷板、敷角を使用して下さい。
�ジャッキベースは、敷板に釘止めし、敷板と直角方向
に根がらみを設けて下さい。また、コンクリート等の
堅固な場所に足場を建てるときは、敷板は不要ですが、
直角２方向に根がらみを設けて下さい。
�一層目の建枠は全体の基準になるので、ジャッキベー
スの調節ナットで高さを揃え、さらに、スパン方向の

ジャッキの繰り出し長さによる許容支持力 

ジャッキの繰り出し長さ 

200㎜以下 

200を超え250以下 

250を超え300以下 

300を超え350以下 

建枠の許容支持力 

4.35ton 

4.15 

3.95 

3.80

ジャッキベースの許容支持力 

2.175ton 

2.075 

1.975 

1.900

◆建て枠の許容支持力は、高さ1800㎜以下の標準枠の場合 

通りを出して下さい。
�ジャッキベースは、ジャッキの繰り出し長さによって、建枠の許容支持力が低下しますので、ご注意下さい。
通常200㎜以下でご使用下さい。（右表参照）

■建枠
�建枠の許容支持力
建枠の許容支持力は下表の通りですが、この場合ジャッキベースの繰り出し長さを200㎜以下とし、両側に交
叉筋違を取付けた上、建枠の幅いっぱいに布枠（踏板）を敷いて、且つ、標準枠及び簡易枠にあっては５層以
内毎に、拡幅枠にあっては、その上下に壁つなぎを取付けることが条件です。

拡　幅　枠 

1800以下 

3.03.54.354.0

簡易枠（幅が900㎜未満の建枠） 

1800以下 

A-6115A

1800以下 

A-3055A

1800を超える 

A-4064

建枠の種類 

建枠の高さ㎜ 

製品例・型式 

形　　　　状 

許容支持力   P ton

標準枠（幅が900㎜以上の建枠） 

◆上表の建枠は、仮設工業会の構造基準に適合するものが前提です。なお、建枠の高さはジョイントのカラーを

含まない寸法です。

◆許容支持力は、建枠１枚あたりの脚柱鉛直荷重を表します。１脚あたりでは、各々１／２を限度とします。

�建枠変則負荷について

建枠の横架材に架ける荷重は、原則として踏板（足場板）を経由する作業荷重以外の負荷を行わないで下さ

い。やむを得ず横架材に荷重を架ける場合は、下表（仮設工業会編『足場工事実務マニュアル』より）を参照

して下さい。

1.01.22.03.03.5

荷　重　点 

許容荷重   P ton
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◆荷重点は、100×100バタ材使用の場合です。

◆労働省規格では、上表の右方２欄の荷重片の幅を400㎜とし、Ｐが１tonの時に10㎜までの鉛直たわみが認めら

れていますので、ご承知おき下さい。

■交叉筋違
�交叉筋違は、各建枠の両側に取付けて下さい。作業上やむを得ず前踏み側の交叉筋違いを外した場合は、当該
箇所で安全帯を使用して作業し、作業終了後は直ちに元の状態に復元して下さい。また、外した状態が長期に
渡る場合は墜落事故防止のため、単管手摺や安全ネット等を設けて下さい。
�片側交叉筋違の枠組強度について（労働省産業安全研究所技術資料・ＲＩＩＳ―ＴＮ―84―３より）
①壁つなぎが設置されている各スパン、各層及び最下層の交叉筋違は取り外さない。全スパン・層に建枠幅に
近い布枠（踏板）を取り付けておく。取り外しは原則として足場一構面に対し、60％以下に留める。この条
件下で枠組足場の許容荷重は、標準枠で両面交叉筋違の場合の70％、簡易枠で90％を超えない範囲で設置す
ることが望ましい。
②全面的に交叉筋違を片側取り外す場合であっても、足場の最下層及び両側端のスパンの各層については、交
叉筋違を取り外してはならない。その場合の枠組足場の許容荷重は、標準枠で両面交叉筋違の場合の55％、
簡易枠で75％を超えない範囲で設定することが望ましい。
◆上記の労働省安全研究所技術資料では各種研究結果を踏まえて、以上のように示されております。

■布板（床付き布わく）
�踏板は作業所としての他に、枠組の水平構としての役目もするものですから、建枠の枠幅いっぱいに全層に架
け渡して下さい。
�踏板の許容荷重は、下表の通りです。

　幅（㎜） 

500 

240

型　式 

BKN-6 

BKN-624

　許容荷重（㎏） 

250（中央集中荷重） 

120（中央集中荷重） 

踏 板 の 種 類 ◆許容強度について

中央集中荷重の許容強度は、荷重が踏板の幅全体に架か

ることを前提としています。従って下右図のような、い

わゆるピンポイント的な荷重を許容しているものではあ

りませんので、ご注意ください。

◆長さが短いものについては、理論上は許容強度

が高くなりますが、相手側の建枠の強度が同じ

であること。床板の局部座屈が発生しやすくな

ること等の理由により、同一の強度でご使用下

さい。

■壁つなぎ
�壁つなぎの目的

壁つなぎは、足場の全体座屈を防止し、朝顔等による偏心荷重を支えて倒壊を防止し、さらに風荷重による
倒壊を防止する、という重要な役割があります。
�壁つなぎの取付け間隔
①労働安全衛生規則（第570条）によれば、枠組足場の壁つなぎの間隔は、足場の座屈防止の観点から垂直方向
９m以下、水平方向８m以下となっていますが、枠幅600㎜未満の簡易枠組足場については垂直、水平方向共
5.5m以下として下さい。
②足場の外面にはメッシュシート、ネットフレーム、シートの他、鋼製朝顔等を取付ける現場が多いので、風
荷重や偏心荷重等を考慮して壁つなぎの間隔はできるだけ細かく入れて下さい。
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基準風速 

V（m／s） 

14 

16 

18 

20 

14 

16 

18 

20 

14 

16 

18 

20

足場の外面の状態 

シ ー ト 張 り 

ネットフレーム張り 

枠 組 の み 

風 荷 重 

W（㎏／㎡） 

29.02 

37.91 

47.98 

59.23 

11.16 

14.58 

18.45 

22.78 

4.47 

5.83 

7.38 

9.11

1本の負担面積A（㎡） 

17.22 

13.18 

10.42 

8.44 

44.80 

34.29 

27.09 

21.94 

（111.97） 

（85.73） 

（67.74） 

54.86

垂直方向（m） 

1.725m×2.72層（2層） 

1.725m×2.08層（2層） 

1.725m×1.10層（1層） 

1.725m×1.33層（1層） 

1.725m×3.54層（3層） 

1.725m×3.62層（3層） 

1.725m×2.14層（2層） 

1.725m×2.31層（2層） 

1.725m×5層以上（5層） 

1.725m×4.34層（4層） 

水平方向（m） 

1.829m×2スパン（2スパン） 

1.829m×2スパン（2スパン） 

1.829m×3スパン（3スパン） 

1.829m×2スパン（2スパン） 

1.829m×4スパン（4スパン） 

1.829m×3スパン（3スパン） 

1.829m×4スパン（4スパン） 

1.829m×3スパン（3スパン） 

1.829m×4スパン以上（4スパン） 

1.829m×4スパン（4スパン） 

壁 つ な ぎ 間 隔 

◆上表の壁つなぎは、許容荷重が１本あたり500㎏として計算してあります。

◆上表の計算値は、風荷重Ｗ＝―Ｖh2ＣＡ＝―――――――において、補正係数Ｋ＝1.35、環境係数Ｅ＝1.0、風力

係数Ｃ＝（シート張りでは1.3、ネットフレームでは0.5、枠組のみでは0.2）として計算してあります。なお、計

算値は足場の構成や環境、立地条件等により変わってきますので、詳細については（社）仮設工業会編『足場

工事実務マニュアル』をご覧下さい。

◆上表の枠組のみの場合において基準風速が14～18m/sのときは、負担面積の通りに壁つなぎを取付けますと、

安衛則の基準を超えてしまいますので、ここではこれを超えない範囲内で表示してあります。なお、メッシュ

シートの場合は製品ごとに風力係数が異なりますので、メーカーに問い合わせて下さい。

�壁つなぎ取付け時の注意

①壁つなぎは、引張り、圧縮とも最大強度が1000㎏以上（許容強度500㎏）のものを使用して下さい。

②壁つなぎの枠組足場への取付けは、建地材に取付けますが、できるだけジョイント（横架材）に近い所にし

て下さい。また壁つなぎは、建物にできるだけ直角に取付けて下さい。もし建物の構造上、窓の位置などで

直角に取付けにくいときは、足場に単管などでつなぎを取り、それに取付けて下さい。なお、壁つなぎに単

管と緊結金具を組合せて使用するときは、緊結部が滑らないようにして下さい。

③朝顔、拡げ枠を使用している箇所は、枠組足場に偏芯荷重が

働くので、朝顔の取付け部には、２スパンごとに壁つなぎを

取り付け、拡げ枠箇所は各スパンごとに上下に壁つなぎを取

り付けて下さい。

④壁つなぎ用アンカーボルトをコンクリートに埋め込むとき

は、専用のものを使用して下さい。なお、後付けアンカーの

場合は、アンカーの施工の良否が引抜き強度に影響しますの

で、その施工には十分に注意して下さい。

⑤簡易クレーン等を足場に載せた場合の壁つなぎは、クレーン

の吊り荷重によって足場転倒モーメントが生じますので、こ

れを防止するために、建枠の最上層ならびに下方に２層ごと

壁つなぎ、単管の曲げ補強の方法（例）

（ＫＥＶ）2ＣＡ
16

1
16

③最初の壁つなぎは足場の最下端より９m以下の高さの位置、及び足場の側端に取付けて下さい。
④下表は、一定条件での風荷重に対する壁つなぎの取付け間隔を示しておりますので、参考にして下さい。
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に壁つなぎを設けて下さい。なお、どうしても構造上壁つなぎが設けられないときは、それに代わる措置を

施す必要があります。

■開口部梁枠等
�開口部用梁枠の構成と種類 ①梁枠等とは、梁枠、梁枠受け（はり受け金具）、梁

枠ベース（はり渡し）及び方杖（３スパン以上の

場合）のセットを云います。

②梁枠等の各部材は、メーカーによって形乗寸法が

異なる場合が多く、混用すると上部枠組の組立上、

支障をきたすことがありますので、同一メーカー

のセットでご使用下さい。

梁　枠　等　の　部　材　構　成 

梁　　枠 

型　式 

A-148 

A-147 

A-146

数量 

2 

2 

2

梁枠受け 

型　式 

A-1453A 

〃 

〃 

数量 

4 

4 

4

梁枠ベース 

型　式 

建枠幅別に選択 

〃 

〃 

数量 

1 

2 

3

方　　杖 

型　式 

A-1475 

〃 

〃 

数量 

－ 

4 

4

枠組・開口部 

インチ 

サイズ 

2スパン用 

3スパン用 

4スパン用 

朝顔使用時の壁つなぎ施工例 拡げ枠使用時の壁つなぎ施工例

梁枠等の組立構成図例
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�梁枠等の組立、方法

梁枠等を用いて枠組足場の一部のスパン層について開口部を設け、さらに、その上層に枠組足場を組立て、

使用する場合は、労働安全衛生規則に定めることのほか、次の各項目に従って下さい。

①梁枠を用いるときは、開口部の幅に応じた隔離位置にある両端建枠に、当該建枠専用の梁枠受けを介して２

枚の梁枠を架け渡して堅固に取付けて下さい。（Ｕボルト、蝶ナットヲ確実に締め付ける。）また２枚の梁枠

上において建枠を支持させるため、当該梁枠専用の梁枠ベースを取付け、同様にネジを締め込んで下さい。

②梁枠ベースから上方に組立てる枠組足場の高さは、25m以下として下さい。ただし、梁枠支持部の建枠に補

強等の措置を講ずるときはこの限りではありませんが、必ず強度計算を行って安全性を確認して下さい。

③梁枠を用いた開口部の寸法は、幅が４スパン以下、高さは３

層以下として下さい。またこの場合、梁枠の種類に応じて右

表により開口部端の支持部から外方に枠組足場を必要スパン

設けて下さい。ただし、２種及び３種にあっては、これによ

り難いときには梁枠支持部の建枠に補強等の措置を講じた場

合は、この限りではありません。

④なお、３項に関連して開口部端より外方の枠組足場のスパン、及び梁枠等で支持される開口部上方の枠組足

場については全スパン、全層に渡り交叉筋違を取付け、かつ、踏板を建枠の幅いっぱいに設けて下さい。ま

た、当該交叉筋違及び踏板はいかなる場合であっても取り外さないで下さい。

⑤梁枠を取付けた両端支持点の建枠には、必ず壁つなぎ又は控えを設けて下さい。

⑥梁枠と梁枠とで構成される水平構面には、必ず踏板を建枠の幅いっぱいに架け渡して、水平構面を設けて下

さい。

⑦開口部の幅が３スパン及び４スパンものの梁枠ベースの取付け作業に当たっては、方杖を設ける等の措置を

講じて下さい。

⑧梁枠の直上部及び梁枠のレベル上の両端それぞれ３層以内に

は、一般に市販されている枠組足場用手摺り枠（先行型手摺

り枠）を使用しないで、両面交叉筋違として下さい。（右図参

照）

ただし、専用部材を使用する方式の枠組足場に用いる枠組足

場用手摺リ枠等の場合や交叉筋違を併用する場合を除きます。

�使用上の注意

①梁枠で構成された開口部上方の足場の全積載荷重は、スパンに関係なく、1000㎏以下として下さい。（下図参

照）なお、梁枠の見やすい箇所に積載荷重を表示して下さい。

②梁枠等で構成される枠組足場の各部に、損傷、変形等が認められるものについては、その程度により修理、

部品交換、使用の中止等の必要な措置を講じて下さい。

③開口部端の梁枠支持部から外方に３スパン、２スパン及び１スパンの枠組足場部分については、簡易クレー

ンや建設用リフト等を設置しないで下さい。また梁枠は、巻上げ機等による荷の吊り元として使用しないで

下さい。

梁枠の種類 

１種（２スパン用） 

２種（３スパン用） 

３種（４スパン用） 

開口部端の支持部から 
外方への枠組スパン数 

１スパン以上 

２スパン以上 

３スパン以上 

梁枠等の組立て、使用上の注意の説明図〔１〕
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枠 組 説 明 図 

項
　
　
目 

開
口
部
２
ス
パ
ン
の
場
合
の
例 

開
口
部
３
ス
パ
ン
の
場
合
の
例 

開
口
部
４
ス
パ
ン
の
場
合
の
例 

建 枠 の 種 類 

足　場　の　強　度 
作 業 荷 重 

W1 梁枠上の積載荷重 

W2 一般部の積載荷重 

梁枠を支持する最下層の 
建枠に架かる荷重　Ｐ 
（図中Ａの範囲） 

簡
　
易
　
枠 

W1  1000㎏…OK 

W2  250㎏×２層同時 

①足場の重量 
②作業荷重 
　①＋② 
（簡易枠の許容強度）…OK

標
　
準
　
枠 

W1  1000㎏…OK 

W2  370㎏×２層同時 

①足場の重量 
②作業荷重 
　①＋② 
（標準枠の許容強度）…OK

標
　
準
　
枠 

W1  1000㎏…OK 

W2  500㎏×２層同時 

①足場の重量 
②作業荷重 
　①＋② 
（標準枠の許容強度）…OK

簡
　
易
　
枠 

W1  1000㎏…OK 

W2  250㎏×２層同時 

①足場の重量 
②作業荷重 
　①＋② 
（簡易枠の許容強度）…OK

標
　
準
　
枠 

W1  1000㎏…OK 

W2  370㎏×２層同時 

①足場の重量 
②作業荷重 
　①＋② 
（標準枠の許容強度）…OK

標
　
準
　
枠 

W1  1000㎏…OK 

W2  500㎏×２層同時 

①足場の重量 
②作業荷重 
　①＋② 
（標準枠の許容強度）…OK

簡
　
易
　
枠 

W1  1000㎏…OK 

W2  250㎏×２層同時 

①足場の重量 
②作業荷重 
　①＋② 
（簡易枠の許容強度）…OK

標
　
準
　
枠 

W1  1000㎏…OK 

W2  370㎏×２層同時 

①足場の重量 
②作業荷重 
　①＋② 
（標準枠の許容強度）…OK

標
　
準
　
枠 

W1  1000㎏…OK 

W2  500㎏×２層同時 

①足場の重量 
②作業荷重 
　①＋② 
（標準枠の許容強度）…OK

923㎏ 
750㎏ 
1673㎏＜3500㎏ 

1227㎏ 
870㎏ 
2097㎏＜4350㎏ 

1390㎏ 
1000㎏ 
2390㎏＜4350㎏ 

1254㎏ 
750㎏ 
2004㎏＜3500㎏ 

1664㎏ 
870㎏ 
2534㎏＜4350㎏ 

1882㎏ 
1000㎏ 
2882㎏＜4350㎏ 

1560㎏ 
750㎏ 
2310㎏＜3500㎏ 

2068㎏ 
870㎏ 
2938㎏＜4350㎏ 

2339㎏ 
1000㎏ 
3339㎏＜4350㎏ 

梁枠等の組立て、使用上の注意の説明図〔２〕
（梁枠を設置する枠組足場の強度に関する参考例）

◆建枠の強度について、上表の荷重計算は枠組の種類や構成（朝顔、階段等の有無やネットフレームの使用）等

によって、数値が変わってきますので、実状に応じた計算を行って下さい。なお、本表は一応の目安とし、別

途仮設工業会より指針が示された場合はそれに従って下さい。

◆梁枠自体の強度については、使用基準（積載荷重1000㎏以下）の範囲であれば、仮設工業会の認定合格品を使

用すれば、必要性能は確保されます。

◆労働省産業安全研究所より『量枠を支持する建枠には、梁枠上の全荷重（上表の①＋②）の1.05倍の荷重が作用

する。』とされています。（1996年６月仮設工業会発行の仮設機材マンスリーNo.141号に掲載）これを上表の荷

重Ｐに加算した場合でも計算上ＯＫとなります。
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■階段
�昇降設備となる階段は、枠組に適合するものを使用し、２～３スパンに渡って架設して下さい。
�階段の外側には階段の支持材に沿って、90～100㎝の高さに手摺りを設けて下さい。（内側には階段手摺を設置）

■墜落及び落下物防護
�枠組足場からの墜落防止対策
①足場と建物の間隔を30㎝以下として下さい。もし30㎝を超える場合には、足場２層ごとに水平ネットなど落
下防止等を取付けて下さい。
②建枠には階段部等を除き、建枠の幅とほぼ同じ幅の布板を敷き並べて下さい。なお、布板どうしのスキマは
３㎝以下として下さい。
③足場各面のコーナー部についても、作業床にスキマがないようにして下さい。（コーナーステップ等）
④垂直部分からの墜落防止のため、手摺り、ネットフレーム、シート等を設けて下さい。特に、次の箇所には
必ず手摺り等を設けて下さい。…　階段・さん橋部、足場のコーナー部、足場各面のつき当たり部、足場の
最上層等。

�枠組足場からの落下物防止対策
足場から工具、資材等が落下するのを防止するため、外側にメッシュシート、帆布シート、垂直ネットフレ

ーム（養生枠）、朝顔等を設けて下さい。なお、帆布シート、防音パネル、ネットフレーム等を取付ける場合に
は、足場に対する風荷重や鉛直荷重の面で、かなり条件が悪化しますので十分検討の上、その対策を講じて下
さい。

■足場に架かる荷重
�鉛直荷重

足場に架かる鉛直荷重は、足場の自重と作業荷
重です。基本的には、これが使用する建枠の許容
強度以下であればＯＫとなります。
なお、作業荷重（積載荷重）については右表を

参照として下さい。ただし、同時積載荷重は２層
までとして下さい。
�水平荷重
①風荷重
風荷重の計算は、次式により算出します。

Ｗ＝―Ｖｈ2ＣＡ＝――――――――

なお、係数等の詳細については（社）仮設工業
会編『足場工事実務マニュアル』をご覧下さい。
②風荷重以外の水平荷重

足場の水平方向の安定性については、風荷重
以外に鉛直荷重により座屈をする場合に発生す

枠組足場１スパンあたりの積載荷重 

枠組足場の種類 

標準枠組足場 

簡易枠組足場 

建枠の幅（㎜） 

1219 

914 

762 
610

作業床の幅（㎜） 

1000 
（500幅の布板２枚） 

740 
（500幅と240幅の布板） 

500 
（500幅の布板１枚） 

 積載荷重（㎏） 

500 

370 

250

Ｗ：風荷重〔㎏〕

Ｖｈ：地上高さｈ〔ｍ〕での設計風速〔m/s〕

Ｃ：風力係数

Ａ：作用面積（足場側面の面積）〔㎡〕

ただし

Ｖｈ＝ＫＥＶ

Ｋ：地上からの高さによる風速の補正係数

Ｅ：近接高層建築物による影響係数

Ｖ：基準風速〔m/s〕

る水平力に相当する水平荷重を設定します。枠組足場の場合、この水平荷重として鉛直荷重の2.5％の値をと
ることが勧められています。風荷重による検討以外に上記の水平荷重に対しても壁つなぎ、水平構等が安全
であれば、足場の水平方向の安全性は十分であるといえます。

�足場部材の許容強度
足場部材の個々の許容強度については次頁の表を参照にして下さい。

（ＫＥＶ）2ＣＡ
16

1
16
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足 場 部 材 の 許 容 強 度 一 覧 表 

No 

★1 

★2 

★3 

★4 

★5 

★6 

★7 

★8 

★9 

★10 

★11 

★12 

★13 

★14 

★15 

★16 

★17 

★18 

★19

品　　　　　種 型式・例 許容強度（㎏） 設　定　条　件 備　　　　　考 

高さ1800㎜を 
超える標準枠 
高さ1800㎜ 
以下の標準枠 

簡易枠 

A-4064 

A-4055B 
A-3055A 
A-2655A 
A-6155A 
A-3017 
A-6117 
A-404L 
A-403L 
A-304L 
A-303L 

A-20L 

A-127A他 

A-752 

BKN-6他 

BKN-624他 

A-148 
A-147 
A-146 

K-3055S 

KST 

H-300他 

NKB-500 

 

FG-4000 
FG-3000 
FG-2000 
C-10S 
C-20S

4000 

4350 

3500 

3000 

4350 

500 

300 

2175 

250 

120 

1000 

250 

40 

500 

200 

240 
430 

150 

500 
350 
 

750㎏ 
1900㎏ 
6070㎏-㎝ 

250

拡げ枠 
（拡幅枠） 

建　　枠 

調 節 枠 

布 　 板  
（床付き布枠） 

梯子型 

500㎜幅 

240㎜幅 

梁 枠 等 
２スパン用 
３スパン用 
４スパン用 

単管クランプ 
（緊結金具） 

直交型 
自在型 

連結ピン（脚柱ジョイント） 

ア ー ム ロ ッ ク 

ジ ャ ッ キ ベ ー ス 

階 段 他 

階 段 手 摺 枠 

壁 つ な ぎ 

伸 縮 ブ ラ ケ ッ ト 等 

吊 り チ ェ ー ン 

鋼 製 足 場 板 

 

単 管 ジ ョ イ ン ト 
（ピン仕様） 

ロ ー リ ン グ タ ワ ー 

①脚柱鉛直荷重の場合とする。 
②１脚あたりは1／2とする。 
③ジャッキベースの繰出し長さ 
　が200㎜以下であること。 

◆筋違止め（交叉筋違ピン）の 
　曲げ、せん断の許容強度は１ 
　箇所あたり300㎏とする。 

◆単体強度に余裕はあるが、一 
　般的に標準枠と組合せて使用 
　する場合が多いので、標準枠 
　の強度とする。 

◆摩擦形（通称ボーンジョイント）は 
　強度に難点があり、足場に使って 
　はならない、とされている。 

（同　上） 

引張り強度 

（同　上） 

繰出し長さ200㎜以下の圧縮強度 

①中央集中荷重の場合とする。 
②等分布荷重では2倍とする。 
③吹き上げ耐力は1枚あたり150㎏ 
　である。 

1セット（2枠）上の全積載荷重 
とする。 

①中央集中荷重 
②ステップ1枚では125㎏までとし、 
　作業者が2人まで載れる荷重。 

上部手摺りの降り口側先端部の 
水平荷重 

圧縮、引張りとも 

…1本吊りの場合 
…ループ吊りの場合 

スパン1800㎜で中央集中荷重 

締め付けトルク350㎏-㎝程度 

…引張り強さ 
…�＝1800㎜に対する座屈強さ 
…曲げモーメント 

組立、使用時の作業床の面積が 
2㎡以上の場合 

①表中Noの★印のものは（社）仮設工業会の認定対象品です。ただし、No19のローリングタワーは個別部材の認

定です。

②各部材の許容強度については、（社）仮設工業会編・『足場工事実務マニュアル』に掲載の数値を引用しました。

なお、同書に掲載されていないものや認定対象外のものは、安全率2.0以上を基本としたメーカー推奨値です。
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■基　　礎

■組　　立
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■枠組支保工の連けい
平面図

正面図 側面図

■建枠の材料
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枠 組 支 保 工 強度と許容荷重

■足場部材の許容荷重 ●許容荷重一覧表

品　　　名 記　　品（例） 許容荷重 

鳥 居 型 建 枠 
（標　　準　　型） 

Ａ－3055A 
Ａ－4055B 
Ａ－405

4.35ton

使　　用　　条　　件 

◯脚柱鉛筆荷重、１枠当り 

◯脚柱１本に対して／ 

備　　　　　考 

枠幅900mm以上、高さ1800mm以下 

Ａ－4064 4.0ton 枠幅900mm以上、高さ1800mm超 

簡 　 易 　 枠  
Ａ－6155A 
Ａ－2655A

3.5ton
枠幅900mm未満 
（鳥居型でも900mm未満は簡易枠） 

梯 子 型 枠  
Ａ－404L 
Ａ－2

4.35ton 移動式足場・支保工用 

調 　 節 　 枠 

Ａ－317 
Ａ－303L 
Ａ－304L 
Ａ－417 
Ａ－403L 
Ａ－404L

4.35ton

ブ ラ ケ ッ ト 枠  
Ａ－3017 
Ａ－2617 
Ａ－6117

3.0ton

鋼 製 布 板  

Ｗ－240 120kg

Ｗ－500 250kg

Ａ－148 1.0ton

梁 　 　 　 枠  Ａ－147 1.0ton

Ａ－146 1.0ton

ジャッキベース  
Ａ－75 
Ａ－752 
Ａ－752

2.175ton ピポットジャッキ～2.0ton

壁 つ な ぎ  

Ｈ－300 
Ｈ－400 
Ｈ－600 
Ｈ－800

500kg 引張・圧縮共 

N K ブ ラ ケ ッ ト  
　　500型 
　　750型 
　  1000型 

200kg

アングルブラケット      1300型 5.0ton 所定のアンカーボルトを使用 

軽 量 足 場 板  
FG－4000 
FG－3000 
FG－2000

150kg

キ ャ ス タ ー  
Ａ－725 
Ａ－728J

200kg 車輪の外径125mm以上 

1
2

◯方杖使用時の１枠当り 

◯使用高200mm以下時 

◯建物・足場に対し直角 

◯水平材の長さ最大時 

◯壁面より足場まで300mm

◯支持間隔1800mm、中央集中 

◯１セット（２枠）上の 
　全積載荷重とする 

◯等分布荷重とする 

◯中央集中荷重は／とする 1
2
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パ　イ　プ

P TP DP

60KP 100KP

■丸パイプ

■角パイプ
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単管ジョイント・ベース・パイプステップ

直角ジョイント AT-3 ボンジョイント AT-2

パイプステップ SS-1B

SS-1S

注）単管足場では使用できません。
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クランプ類

（注）許容荷重について
1. クランプは、剪断強度の値です。2. 直線ジョイントは、単管をジョイント時の曲げ強度です。
※クランプの標準締付トルクは350㎏・㎝程度（スーパークランプは415㎏・㎝程度）です。

兼用直交クランプ
許 容 荷 重
重 量

C-10S
500㎏
0.7㎏

兼用直交クランプ
許 容 荷 重
重 量

C-20S
350㎏
0.7㎏

直交ジョイント
許 容 荷 重
重 量

AT-3
300㎏
0.5㎏

３連直交クランプ
許 容 荷 重
重 量

C-50
400㎏
1.2㎏

３連自在クランプ
許 容 荷 重
重 量

C-60
350㎏
1.2

ボンジョイント

重 量

AT-2

0.7㎏

角丸直交クランプ
許 容 荷 重
重 量

K-10
500㎏
0.86㎏

角丸自在クランプ
許 容 荷 重
重 量

KC-20
350㎏
0.86㎏

サポート直交クランプ
許 容 荷 重
重 量

SC-10
350㎏
0.76㎏

角角直交クランプ
許 容 荷 重
重 量

KKPIC
500㎏
1.0㎏

角角自在クランプ
許 容 荷 重
重 量

KKP2C
350㎏
1.0㎏

サポート自在クランプ
許 容 荷 重
重 量

SC-20
350㎏
0.76㎏

垂直水平固定クランプ
許 容 荷 重
重 量

M-1S
400㎏
1.12㎏

垂直水平自在クランプ
許 容 荷 重
重 量

M-2S
400㎏
1.1㎏

単管固定ベース
許 容 荷 重
重 量

PKB
2500㎏
0.7㎏



鋼製、アルミ足場板・敷板

単
管
足
場

52 Comprehensive  catalog

■鋼製足場板

■敷　板

断面・寸法

断面・寸法

許容曲げ応力度 

ヤ ン グ 率 

1,000㎏/㎝2 

7×105㎏/㎝2

（材質　アルミ） 

品　　　名 

敷　板　４ｍ 

敷　板　２ｍ 

品　　　番 

Ｇ-2840 

Ｇ-2820

寸　　法　㎜ 

29H×240W×4000L 

29H×240W×2000L

重　量　㎏ 

16 

8

材質は松板を使用　　〔注〕足場板には使用できません。 

品　　　名 

ＦＧ-4000 

ＦＧ-3000 

ＦＧ-2000

寸　　法　㎜ 

40H×240W×4000L 

40H×240W×3000L 

40H×240W×2000L

重　量　㎏ 

13 

10 

6.7

許容曲げ応力度 

ヤ ン グ 率 

1,000㎏/㎝2 

7×105㎏/㎝2

（材質　アルミ） 

※安全ゴムバンド（販売品）長さ800㎜ダブル

■アルミ足場板

品　　　名 

ＡＬ-2440 

ＡＬ-2430 

ＡＬ-2420 

ＡＬ-2410 

ＡＬ-4020

寸　　法　㎜ 

29H×240W×4000L 

29H×240W×3000L 

29H×240W×2000L 

29H×240W×1000L 

34H×400W×2000L 

重　量　㎏ 

10.5 

7.9 

5.3 

2.6 

8.7
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■たわみ曲線比較図

■断面性能

■足場板の許容荷重

■足場板・作業床の使用基準
①許容荷重を超える人・物は乗せないで下さい。

②２ｍ以上の高所作業床としてお使いのときは、２枚並べて番線またはゴムバンドで支持物に固定して下さい。

（床材間のすき間は３㎝以下とし、作業床の幅は40㎝以上とします。）

③３点以上の支持物に掛け渡し、支持間隔180㎝以下でお使い下さい。（両端の支点からの突出部の長さは10㎝以

上、全長の1/18以内として下さい。）

④長手方向に重ねるときは、支点の上で重ね、その重ねた部分の長さは20㎝以上とし、番線または、ゴムバンド

で支持物に固定して下さい。

⑤以上のほか、労働安全衛生規則に定める通路、足場等の規則にそってお使い下さい。

型　　式 

ＡＬ-2440 

ＦＧ-4000

断面係数Ｚ 

5.21㎝3 

3.71㎝3

断面2次モーメント　 

9.2㎝4 

8.94㎝4

型　　式 

ＡＬ-2440 

ＦＧ-4000 

Ｇ-2840　 

寸　　法　㎜ 

高さ　巾　長さ 
29×240×4000 

高さ　巾　長さ 
40×240×4000 

高さ　巾　長さ 
28×240×4000

許容荷重㎏＊ 

120 

150 

114

安　全　率 

2.4 

3.0 

4.0

タワミ　㎝＊＊ 

2.3 

1.1 

3.5

重　　量 

10.5㎏／枚 

13.0㎏／枚 

16.0㎏／枚 

＊1.8ｍ単純支持　　＊＊中央集中1.8ｍ単純支持 

ＦＧ－4000

ＡＬ－2440

ＳＧ－2840



重量（kg）／3.6 重量（kg）／4.8

重量（kg）／6.7 重量（kg）／0.6

CP
先端カプラー 

（材質　SS400） 

伸縮ブラケット
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■取付図

NKBー５００ NKBー７５０

NKBー１０００

先頭カプラー（オプション）
48.6φ・42.7φ兼用

単管一側足場 腹おこしの安全策と安全通路

外部手摺使用 凹凸の多いバルコニー
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単 管 足 場 組立と構成

１．建　　物

２． 布

３．腕　　木

４．筋 か い

５．壁つなぎ
及び控え
柱

６．基　　礎

７．付属金属

８．作 業 床

単管足場の柱となるものであり、

その間隔は布方向を1.85ｍ以下、

腕木方向を1.5ｍ以下にすることと

規定されています。高さ期限に関

する法的な規則はありませんが、

安衛則では、建地の最高部から測

って31ｍより下の部分は単管を2

本組とすることと規定されていま

す。

単管足場のけた行方向のつなぎ材

となるもので、地上第一の布は２

ｍ以下の位置に設けます。布の上

下間隔に関しては1.6ｍ内外としま

す。

腕木は、ころばしと呼ばれ、はり間方向のつなぎと足場板受けを兼用します。その間隔は1.2ｍ内

外とし、建地と布の交さ部では建地に、その中間部では布に緊結しなければなりません。腕木は

建地または布より５㎝程度突き出して取り付けて下さい。

筋かいは、水平力を有効に建地に伝える材であり、けた行筋かい（大筋かいともいう）は足場の

外面に垂直方向15ｍ以下、水平方向16.5ｍ以下の設置間隔ごとに交互二方向に設けて下さい。この

場合大筋かいは、なるべく建地と布の交点付近を通るようにします。また、筋かいの交叉しない

建地がないようにして下さい。はり間筋かいは、足場の両側端のはり間に設けます。また、水平

筋かいは壁つなぎを設けたレベル面に取り付け、一種の水平構を形成します。

壁つなぎは、足場の倒壊を防ぎ、かつ全体座屈を生じにくくする材であり、その間隔は水平方向

にあっては5.5ｍ（約３スパンごと）、垂直方向にあっては5.0ｍ（約３層ごと）以下とし、建物の

壁体等の足場を堅固に連結します。なお、壁つなぎが設けにれない場合は、壁つなぎと同等の間

隔で堅固な控え柱を設けて下さい。

建地の脚部にはベース金具を設け、隣接する建地と根がらみで連結します。軟弱地盤ではさらに

所要の幅で、かつ建地３本以上にわたる長さの敷板を連続して並べます。ただし、この敷板にベ

ース金具を固定した場合には、敷板方向の根がらみを省略することができます。

付属金具には、単管ジョイント、各種クランプ、単管ベース金具がありますが、その使用個所に

生じる応力に耐えうる性能のものでなければなりません。

単管足場の作業床は、足場板をもってする場合が多いのですが、本足場の作業床の場合、安衛則

では、その幅は40㎝以上、そのすき間は3�以下にするよう規定されています。しかし、資材など

の仮置きを必要とする本足場であるからには、その幅は少なくとも80㎝は必要です。作業床とし

て、幅が20㎝以上、厚さが3.5㎝以上、長さが3.6ｍ以上の足場板を用い、これを作業に応じて移動

させる場合には、次の措置を講じなければなりません。

�足場板は3以上の支持物に架け渡すこと。

�足場板の支点からの突出部の長さ10㎝以上とし、かつ、労働者がこの上に足をかけるおそれ

のない場合を除き、足場板の長さの1/18（約20㎝）以下とすること。

�足場板を長手方向に重ねるときは支点の上で重ね、その重ねた部分の長さは20㎝以上とする

こと。なお、作業床に合板足場板を使用する場合は、労働省規格に適合したもので、幅24㎝、

厚さ2.8㎝以上のものを使用して下さい。

単管本足場組立図（例）
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単 管 足 場 構成部材

■鋼　管（丸パイプ）

足場用鋼管は、JISＧ3444に規定されている一般構造用炭素鋼管3種（STK500）の規格、または安衛則に定めると

ころに適合するもので、溶融亜鉛めっき等による防錆処理を施したものであれば使用してよいことになっていま

す。

一般に、単管足場の建地の座屈長は、壁つなぎの取付け間隔、各建地の荷重の分担状況によって相違します。

いま、

�壁つなぎを３スパン３層ごとに設ける

�積載荷重の負担は一部の建地のみとし、他の建地は自重のみの負担とするものとすれば、建地の座屈長�Kは次

式により求められます。

�K=1.4h＋0.75�

ただし、hは１層の層高とし、�は１スパン長とします。したがって、たとえば、h=1.6ｍ、�=1.8ｍとすると

�K=3.59mとなります。この�を表４の式に代入すれば、建地の許容座屈荷重（許容支持力）

――=750kgが求められます。

なお、各建地の荷重の分担状況を、�に変わり

�’各建地がすべて、自重と積載荷重を負担するものとすれば、建物の座屈長�K=3hとなり、さらにh=1.6ｍとす

れば�K=4.8ｍとなり、前記の場合に比べて、建物の許容支持力は60％以下に低下します。したがって、積載荷

重を全スパン一斉、かつ２層にわたって載荷するような、きびしい積載は慎まなければなりません。これが、

枠組足場に比較して、単管足場が能力において若干の遜色がみられる点です。

9.65
�K2

表3　鋼管の許容荷重 

表2　鋼管の機械的性質 

表1　鋼管の寸法及び断面性能 

表4　鋼管の許容座屈荷重 

869048.6φ×2.5、３種 

引張り 
（kg） 

9530

曲　げ 
（kg・㎝） 

5790

せん断 
（kg） 管の種類 

許容耐力 管　の　種　類 

種　　　類 

種　類 

STK500

外　径 
Ｄ㎜ 
48.6

厚　さ 
ｔ㎜ 
2.5

重　量 
W㎏/m
2.84

断面責 
Ａ㎝4

3.62

断面二次モーメント 
Ｉ㎝4

9.65

断面係数 
Ｚ㎝3

3.97

断面二次半径 
ｉ㎝ 

1.63

STK500 51以上 

引張強さ 
kg／� 

36以上 

引　張　試　験 

降伏点 
kg／� 

15以上 

伸　び 
％ 

90

曲　げ　試　験 

曲げ角度 
度 

8D

内側半径 
（Dは管の外径） 

7/8D

へん平試験 

平板間の距離 
（Dは管の外径） 

座屈長�（m） 

�k＜1.63 
�k≧1.63

許容座屈荷重（ｔ） 

8.69－1,907�k2 
9.65／�k2

48.6φ×2.5、３種 

形　　　　　状 

� 
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■単管ジョイント

鋼管を長手方向に継ぎ足す金具であり、せん断抵抗により結合させるせん断形と摩擦力により結合させる摩擦形

とがありますが、引張り、曲げの性能に難点がある（労働省規格を満足しない）摩擦形（通称ポーン・ジョイン

ト）は単管足場に使用してはならないとされています。

■単管クランプ

単管を交差あるいは平行して緊結するときに使用する緊結金具で、直交型、

自在型、特殊型があります。

（ａ）直交型クランプ　直交する鋼管の緊結のみに用いるもので、鋼管の交差

角度を90度に保持させる構造となったものです。

（ｂ）自在型クランプ　交差する２本の鋼管を任意の角度に緊結するもので、

鋼管の交差角度が自由に変えられる構造となったもの

です。

（ｃ）特殊なクランプ　直交型または自在型と単クランプをあわせたもので、

３本の管の交差緊結に用いる場合のクランプなどがあ

ります。

■固定型ベース金具

建地の脚部に取り付け、建地が沈下しないように上部からの荷重を地盤また

は床面に分散して伝える金具であり、固定型とジャッキ型とがありますが、

単管足場ではジャッキ型はあまり使われません。

■壁つなぎ

�足場の強度は壁つなぎの間隔によって強度が決まるといっても過言では

ありませんので、実情に応じて、できるだけ堅個な壁つなぎを密に設け

るよう心掛けて下さい。

�壁つなぎ間隔は、安衛則第570条第５項により、右に掲げる値以下とし

ます。また、壁つなぎには、労働省規格に適合した壁つなぎ用金具（仮

設工業会で認められているものは、1,000kgの引張り、圧縮強度試験に

合格している）を使用してください。

クランプは使用しているうちに爪が減り、ナットが締まらなくなったり締めすぎによる受座の降伏などによりク

ランプが滑ってしまう場合があるので十分注意して管理してください。また、スパナの長さによって締めつける

力が違ってくるので、必ず規定のスパナ（クランプ回し）を用いることが必要です。標準の締めつけトルクは

350kg・㎝程度です。なお、48.6φの鋼管と42.7φの鋼管を結合する異径式のクランプ（別名　兼用クランプ）も

性能は変わりません。

（a）直交型　　　（b）自在型

（C）特殊型（三連クランプ）

単管ジョイント（せん断形） 例

単管ジョイントの許容荷重および効率 

許容荷重 

0.75ton 

1.90ton 

6.07㎝ 

種　　　類 

引　　　  張　　  　り 

�＝1.8mに対する座屈 

曲 げ モ ー メ ン ト  

効率（％） 

8.6 

64 

63.8

単管クランプの許容荷重 

引張強度（kg） 

1,500以上 

1,000以上 

許容荷重（kg） 

500 

350

種　　　類 

直　交　型 

自　在　型 

壁つなぎ間隔 

引垂直方向 

5.0m

水平方向 

5.5m

足場の種類 

単管足場 
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SNTシステムサポート
■概　　要

■特　　長

標準組立図

■構成部材図

支柱と接合部
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型　式 重量（㎏） 
DSK－０１ １.９ 

型　式 重量（㎏） 
DR－０１ ０.６ 

型　式 重量（㎏） 
A－７５２H ６.０ 

型　式 重量（㎏） 
DS－３０４５ ６.９ 

型　式 重量（㎏） 
DSK－０２ ３.０ 

型　式 重量（㎏） 
A－７５２ ３.９ 

型　式 重量（㎏） 
DK－０５０７ ５.６ 

型　式 重量（㎏） 
SC－１０ 
SC－２０ 

 
直　交 
自　在 

０.７６ 
０.７６ 

型　式 重量（㎏） 
BKN－６ 
BKN－５ 
BKN－４ 
BKN－３ 

P
１８２９ 
１５２４ 
１２１９ 
９１４ 

１５.８ 
１３  
１０.７ 
８.５ 

型　式 重量（㎏） 
BKN－６ 
BKN－５ 
BKN－４ 
BKN－３ 

P
１８２９ 
１５２４ 
１２１９ 
９１４ 

８.５ 
７.３ 
６.２ 
５.０ 

型　式 重量（㎏） 
KA－３０５５S １２.７ 

型　式 重量（㎏） 
DW－１８ 
DW－１５ 
DW－１２ 
DW－０９ 
DW－０６ 

P
１８２９ 
１５２４ 
１２１９ 
９１４ 
６１０ 

２８.０ 
２５.０ 
２１.３ 
１８.３ 
１４.７ 

型　式 重量（㎏） 
DL－３０５０ 
DL－５０９０ 

L
３００～５００ 
５００～９００ 

４.０ 
６.０ 

型　式 重量（㎏） 
DX－１８１８ 
DX－１８１５ 
DX－１５１５ 
DX－１５１２ 
DX－１２１２ 
DX－１２０９ 
DX－０９０９ 
DX－０９０６ 
DX－０６０６ 

A×B
１８２９×１８２９ 
１８２９×１５２４ 
１５２４×１５２４ 
１５２４×１２１９ 
１２１９×１２１９ 
１２１９×９１４ 
９１４×９１４ 
９１４×６１０ 
６１０×６１０ 

４.９ 
４.５ 
４.１ 
３.７ 
３.２ 
２.８ 
２.４ 
２.０ 
１.５ 
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■施工例

カルパート工事（横移動施工例）

高速道路の支保工

システムサポート構成部材表 強度試験
許容荷重

橋脚工事

6ton
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四 角 支 柱
P-2300P P-2000P P-1300P P-650P

（安全率2.5倍以上）
許容荷重 20ton■構成部材表

脚部ジャッキ P-BJ 頭部ジャッキ B-HJ

脚部固定ベース P-BP

梁受金具 P-HU

製品重量 32.7kg 製品重量 32.5kg 製品重量 24.5kg 製品重量 13.0kg

製品重量 27.5kg

製品重量 9.7kg製品重量 36.2kg 製品重量 11.0kg
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■四角支柱組合せ表

■特　　長

■施工上の注意
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強力サポート

■仕様・規格

●強力サポートの特徴
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■腹起し用受金

■強力サポートの使用長と許容強度
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パイプサポート

サポートクランプ 根がらみクランプ

PNC-1直交 SC-10 自在 SC-20

■部分名称

■許容荷重

■パイプサポート・補助サポート
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水平つなぎ
（高さが3.5mをこえる場合
2m以内毎に2方向に
設ける）

パイプサポート

筋違（変位防止）

根がらみ

根太
大引き

くぎまたはボルト
で固定する

根がらみクランプ
（パイプサポートと
水平つなぎを緊結）

4本以上のボルト
または専用の金具
を用いて継ぐ

くぎまたはボルト
で固定する

敷角

地盤は突き固め整地

■組立上の注意事項
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つなぎ

根がらみ

大引き

キャンパー

ハンチ

■許容荷重



支
保
工
材

68 Comprehensive  catalog

ブラケットサポート

サポート材

SBS－200

SBS－300

大　引　材

SBO－140

SBO－220

■許容荷重・組合せ
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品　　名
品　　番
重　　量

アタッチメント
ＮＢＡ
0.492kg

品　　名
重　　量

Ｓ造取付ヒースセット
0.41kg

●吊りボルト・ピースは、ビテイビームと同様

■フランジ接続ピース（販売品）

■特　　長

■仮設計画上の注意

■端梁床版工事一般例
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ホリビーム SX

SX-22

SX-14

ショートビーム

■仕　　様

■施工寸法表
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■RC、SRC造取付金具

■S造取付金具

吊りボルト（上使い用）

吊りボルト（下使い用）

上使いの小口ふさぎ取付図

上使いの小口ふさぎ取付図

�端部詳細図

�端部詳細図

■使用上の注意

W-50型

W-60型
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■構造図

■ビームピッチ

■ホリビームSXの試験方法とたわみ

強度試験図 性能試験（種類型式SX）

試験結果
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ホリビーム AX
■仕　　様

部材表

施工寸法表と仕様

■仕　　様
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■施工例

■ピッチ表
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■強度試験

構造図

許容曲げモーメント

試験方法

性能試験

試験結果



支
保
梁

76 Comprehensive  catalog

ニッタン・ビーム

■ニッタン・ビームの構造と種類
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■ニッタン・ビームの組合せスパン
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■ニッタン・ビームの施工例

内ビームハンガー　PL-01（7.0㎏） 外ビームハンガー　PL-02（7.0㎏）
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足場チェーン

■つぎの使用方法にご注意下さい。

製品重量 0.95㎏

品　番 寸　法（mm） 

5,000 

4,000 

3,000 

2,000

重　量（kg） 

３．５ 

２．８ 

２．１ 

１．４ 



品　　　番 

Ａ　　型 

Ｂ　寸　法 

１２５～５００㎜ 

ｔ　寸　法 

７～２８㎜ 
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スカイステップ

■仕様・規格

■仕様姿図 ■取付金具使用図

■取付金具仕様寸法 ■荷重テスト 安全荷重200kg（安全率5倍）

■特　　長

品　　　番 寸　　　　　法　　Ｂ×Ｗ×Ｈ 

６１５　　×　　 ７６３　　×　　１２６０ 

６１５　　×　　１０６３　　×　　１２６０ 

１人乗り 

２人乗り 

ＮＳＴ－１ 

ＮＳＴ－２ 

重　　　　量 

１３ kg 

１５ kg

折りたたみ時 使　　用　　時 
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ステージハンガー

両ハンガー H-1015 片ハンガー SH-1007

Hバイス H-BS 取付プレート

■固定金具

■吊足場取付図

製品重量 9.5㎏製品重量 9.5㎏

H型鋼 ボルト
M12×40～50使用
（工場取付け品）

Ｈ型鋼取材サイズ 

Ｈ型鋼取付厚さ 

２００～３５０m/m 

１２～２５m/m
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ローリングタワー
■組立構成図

交叉筋違
A－14

控　枠
RT－90

ロングジャッキベース
A－752S

布　枠
A－8040

梯子型建枠
A－2

キャスター
A－728J

鋼製布板
N－6

手摺枠
A－3

巾木A
RT－18

巾木B
RT－15

手摺（A)
A－31S

アームロック
A－127A A－125

連結ピン
A－20
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作 業 面 高 さ 

部 材 名　（品名） 

梯 子 型 建 枠  

交 叉 筋 違  

連 結 ピ ン  

ア ー ム ロ ッ ク  

ア ー ム ロ ッ ク  

手 摺 枠  

手 摺  

鋼 製 布 板  

鋼 製 布 板  

布 枠  

巾 木 Ａ  

巾 木 Ｂ  

ジャッキキャスター 

※控　　　　　　枠 

ロングジャッキベース 

（ Ａー２ ） 

（ Ａー14 ） 

（ Ａー20 ） 

（ Ａー125 ） 

（ Ａー127A ） 

（ Ａー３ ） 

（ Ａー31S ） 

（ Ｎー６ ） 

（ＢＫＮー６） 

（ Ａー8040 ） 

（ ＲＴー18 ） 

（ ＲＴー15 ） 

（ Ａー728J ） 

（ ＲＴー90 ） 

（ Ａー752S ） 

１　段 
１Ｍ761

２ 

２ 

－ 

－ 

４ 

２ 

４ 

３ 

－ 

１ 

２ 

２ 

４ 

－ 

－ 

２　段 
３Ｍ316

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

４ 

３ 

２ 

１ 

２ 

２ 

４ 

－ 

－ 

３　段 
４Ｍ865

６ 

６ 

８ 

８ 

４ 

２ 

４ 

３ 

４ 

１ 

２ 

２ 

４ 

－ 

－ 

４　段 
６Ｍ414

８ 

８ 

12 

12 

４ 

２ 

４ 

３ 

６ 

２ 

２ 

２ 

４ 

－ 

－ 

５　段 
７Ｍ962

10 

10 

16 

16 

４ 

２ 

４ 

３ 

８ 

２ 

２ 

２ 

４ 

４ 

４ 

６　段 
９Ｍ512

12 

12 

20 

20 

４ 

２ 

４ 

３ 

10 

２ 

２ 

２ 

４ 

４ 

４ 

７　段 
11Ｍ061

14 

14 

24 

24 

４ 

２ 

４ 

３ 

12 

２ 

２ 

２ 

４ 

４ 

４ 

■注意事項

■構成部材表
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■使用基準

■構造基準
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脚立・アングルブラケット

脚　　立

アングルブラケット

品　番 

6S

重量kg 

１６．５ 

全長mm 

１７０５ 

品　　　名 

ステップ付　６尺 

品　番 

4S 

3S

重量kg 

１３．０ 

８．６ 

全長mm 

１２８０ 

９００ 

品　　　名 

ステップ付　４尺 

ステップ付　３尺 

品　番 

BK1300

重量 

４４kg

強度 

５ｔ 

建枠巾 

９００～６００ 

Ｌ 

１４００ 
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メッシュシート（色：グレー他）

寸　法 
1.8×5.1 
1.5×5.1 
1.2×5.1 
0.9×5.1 
0.6×5.1

（ジョイントロープ１枚当り30本） 

■特　　長

メッシュシートクランプ
■特　　長
ワンタッチの簡単な取付け作業で美しくシートを張

る事が出来ます。固定後もシートの緊張が持続可能

です。単管、および枠組足場で兼用できます。

■用　　途（4コーナのハトメ用）

35 35
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水平ネット・ラッセルネット・グリーンネット
■水平ネット

■ラッセルネット（水平ネット）

■グリーンネット（垂直ネット）

■規　格 ■寸　法■ダイカネットの特長
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防炎養生シート・防音シート
■防炎養生シート

■防音シート
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ネットハンガー

ネットハンガー NH

単重 0.83kg

H形鋼へ取付けた時の強度試験結果 （フランジ厚＝16㎜） 

許容強度は最大強度の1/2.5以下です 

備　　考 

試験の種類 

P１ 

P２ 

P３ 

最大強度（㎏） 破　壊　箇　所 

フック及び締付ボルトの曲がり 

〃 

〃 

P＜P′ 

1,520 

698 

560
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スタンション

NRE型 NS-1 NS-2

製品重量
８kg

製品重量
6.2kg

製品重量
6.0kg
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親 綱 支 柱

親 綱

品番 10M 15M 20M 25M 30M

長さ 10m 15m 20m 25m 30m

■特　　長

クレモナS・ビニロンEロープ

ロープ直径

16㎜

重　　　量
（㎏/200m）

33.0

強　　　力
（ton）

2.85

重　　　量
（㎏/200m）

――

強　　　力
（ton）

3.84

ニューテトロンロープ
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セイフティーブロック・ロリップ

品　　番 

ＳＢ－10 

ＳＢ－15 

ＳＢ－20 

ＳＢ－25

ワイヤー長さ 

10m 

15m 

20m 

25m

ワイヤー径 

４㎜ 

5㎜ 

４㎜ 

４㎜ 

243×192×95 

360×200×100 

353×268×114 

340×260×110

4.9㎏ 

13.0㎏ 

8.0㎏ 

9.1㎏ 

ブロック本体 

高さ×幅×厚さ 重　量 

セイフティーブロック

ロリップ　RP
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ロングスパンエレベーター
HSL-1200D（人荷兼用）

■仕　　様 ■特　　長
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■部品表

■仕　様

HSL-900B（人荷兼用）

№ 
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 

部　　　品　　　名 
ベ ー ス ポ ス ト  
駆 動 フ レ ー ム  
ガ バ ナ 式 落 下 防 止 装 置  
サ イ ド ガ ー ダ ー  
中 間 ガ ー ダ ー  
手 摺  
 

№ 
７ 
８ 
９ 
１０ 
１１ 
１２ 

部　　　品　　　名 
ヒ ン ラ ッ ク  
ボ ス ト  
背 面 パ ネ ル  
ヘ ッ ド ガ ー ダ ー  
制 御 盤  
開 閉 扉  
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機械リフト
コマリフトHOL-1000A

1.枠組足場のベースジャッキは必ず使用して下さい。 
2.荷台広さ2500×1100㎜の場合のワイヤーはφ12を使用して下さい。 

■主要部品名称 

■仕　　様 

№ 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

名　　　　　　称 

ウインチ 

巻上ウインチ 

ベース 

ガイドレール 

昇降フレーム 

荷　台 

ハンドロック装置レバー 

ガバナ式自動落下防止装置 

ヘッドフレーム 

過巻防止リミット・スイッチ 

過荷重防止器 

積 載 荷 重  １０００㎏ 

１７.５～２５m／min 

φ１０～φ１２ 

過 荷 重 防 止 器  

過巻防止リミットスイッチ 

下降制限リミットスイッチ 

ガバナー式落下防止装置 

停止時手動ロック装置  

枠 　 組  

構 造 物  

１５００×１１００㎜ 

７５０㎏以上 

２０００×１１００㎜ 
２５００×１１００㎜ 

８００㎏以上 

５０m 

１００m
揚 　 　 程  

荷 台 広 さ  

巻上ウインチ 
（ローププル） 

昇 降 速 度  

ワイヤー径 

安 全 装 置  
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敷鉄板一覧

敷鉄板

板　厚 呼　　称 寸　　法 
22mm 
22mm 
22mm 
22mm 
22mm 
22mm 
22mm 
22mm 
22mm 
22mm 
25mm 
25mm 
30mm  
22mm 

22mm

3 × 6 
4 × 8 
5 × 10 
 
 
2 × 2 
2 × 4A 
2 × 4B 
 
5 × 20 
5 × 20 
5 × 10 
5 × 20

914mm × 1,829mm 
1,219mm × 2,438mm 
1,524mm × 3,048mm 
1,500mm × 4,000mm 
1,500mm × 5,000mm 
2,000mm × 2,000mm 
1,825mm × 4,000mm 
2,000mm × 4,000mm 
1,600mm × 6,000mm 
1,524mm × 6,096mm 
1,524mm × 6,096mm 
1,524mm × 3,048mm 
1,524mm × 6,096mm 

 1,524mm × 3,048mm 

1,524mm × 6,096mm

敷　　　　　鉄　　　　　板 
面　積 重　量 新潟在庫 関東在庫 上越在庫 側　面　色 
1.67㎡ 
2.97㎡ 
4.65㎡ 
6.00㎡ 
7.50㎡ 
4.00㎡ 
7.30㎡ 
8.00㎡ 
9.60㎡ 
9.30㎡ 
9.30㎡ 
4.65㎡ 
9.30㎡  
4.65㎡ 

9.30㎡ 

289kg 
513kg 
802kg 
1,036kg 
1,295kg 
691kg 
1,261kg 
1,382kg 
1,658kg 
1,604kg 
1,823kg 
912kg 
2,188kg  
823kg 

1,646kg

 
 
○ 
○ 
○ 
 
○ 
○ 
○ 
○ 
 
 
  
○
 
○ 

○ 
○ 
○ 
 
○ 
○ 
 
○ 
 
○ 
○ 
○ 
○  
○
 
○ 

○ 
 
○ 
○ 
○ 
 
○ 
○ 
○ 
○ 
 
 
  
○
 
○ 

青 
青 
赤 
青 
赤 
青 
青・赤 
赤 
赤 
青 
ピンク 
ピンク 
青 
 青 

赤 

※鉄板穴径：φ60（呼称）5×20のみ楕円 

ノンスリッププレート 
5 × 20

ノンスリッププレート 
5 × 20

■使用目的

ア ル ミ 道 板  
板 　 厚  寸 　 　 法  面 　 積  重 　 量  
22mm 750mm × 1,500mm 1.12㎡ 66.8kg

ハ ミ ン グ ロ ー ド  
板 　 厚  寸 　 　 法  面 　 積  重 　 量  
18mm 1,000mm × 2,000mm 2.00㎡ 42.0kg

（ 1）工事現場資材搬入路仮設道路の床盤

（ 2）軟弱地盤の足場

（ 3）重機作業及び重量物搬入路用床盤

（ 4）湿地、砂地迂回道路用床盤

（ 5）道路工事時の養生・覆工用

（ 6）鉄骨組立時における重機の足場

（ 7）最大荷重に対する二重敷（二枚重ね）使用

（ 8）床板等生コン打設時における支保工受けのベース

（ 9）重量車輌通行によるアスファルト道路の保護

（10）地下構造物の保護、養生用足場 etc.
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ノンスリッププレート

■特　　長

■標準縞目形状

■断面図

◎普通鋼板では登れない坂路もノンスリッププレートならしっかりと登れます。
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30mm敷鉄板
超厚板30㎜! 象が乗っても大丈夫

■特　　長
すぐれた耐久性を発揮
●曲がりが少なく修理費が節約できます。
●大型重機の足場材として最適です。
●側溝の浅橋など、用途は多用です。

■寸法及び重量
幅　1,524mm×長さ6,069mm×厚さ30mm
重量：2,188kg/枚

■対荷重計算

■使用目的

荷重計算
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ビーホーム

拡大図 φ30吊り穴 

■特　　長

■寸法及び重量

■ビーホーム形状全体

幅 1,500mm×長さ 4,000mm×厚さ 90mm

重量：700kg/枚
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特殊路面仮設材

アルミ道坂

ハミングロード
（カラー：グリーン・ブラック）

こういう所で使用されます。 《　施　工　方　法　》

■特　　長

■寸法及び重量

■特　　長

■寸法及び重量
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山留一般図
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H形鋼
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山留主材（SH）

300-SH（H-300タイプ）

350-SH（H-350タイプ）

■重量表

■重量表
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山留主材（SH）

200-SH（H-200タイプ）

100

200

10
0

20
0

10
0

20
0

55 82.5 110 137.5 165 192.5 220 275

20

250-SH（H-250タイプ）

15
0

25
0

25
0

10
0

150

250

100

80 120 160 200 240 280

■重量表

■重量表
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副部材（DH）

300-DH（H-300タイプ）

350-DH（H-350タイプ）

■重量表

■重量表



107

重
量
仮
設
材

杉崎リース工業株式会社

Comprehensive  catalog

副部材（DH）

200-DH（H-200タイプ）

35 30 25 20 15

100

200

10
0

20
0

20

10
0

250-DH（H-250タイプ）

25
0

15
0

10
0

59 49 40 30 25

100

150

250

■重量表

■重量表
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45°火打受金物

隅金物

300-BH（重量＝50kg）

300-CH（重量＝50kg）

※200、250、350サイズも取り扱っております。

※200、250、350サイズも取り扱っております。
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カバープレイト（SPL）

キリンジャッキ（SKJ）

SPL-300（t＝12mm 17kg） SPL-350（t＝12mm 20kg）

鋼製覆工板
SKD-1×2（1.0m×2.0m）

A B C D 重量（kg） 

SKJ-300 

SKJ-350 

SKJ-250

300 

350 

250

200 

200 

150

150 

150 

100

450～600 

450～600 

450～600

96 

130 

80

寸法（mm） 

品番 

※200、250サイズも取り扱っております。
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スティフナージャッキ
SFJ-30

1. 特　　長

2. 取扱要領

主要規格

H鋼ウェブへの集中鉛直荷重の分散と偏心荷重対策に、
H鋼専用「スティフナージャッキ」
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アイアンマン
アイアンマン IC-50

■特　長

■用　途

■使用例

■仕様・寸法

■注意事項
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鋼矢板

C-3コーナー

■断面形状

■断面性能

■断面形状 ■断面性能

配置図（例）

C-3 C-3

C-3

C-3

C-3

C-3

C-3C-3
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■形状

軽量鋼矢板

寸　　　法 矢　板　１　枚　に　つ　き 壁　幅　１　m　に　つ　き 

板厚 

品　種 
厚さ 
（mm） 

単重 
（kg/m） 

有効幅 高 さ  断面積 重 量  断面二次 モーメント 
所要 
枚数 

二次半径 
断　　面 

断 面  
係 数  断面積 重 量  剛 性  断面二次 

モーメント 
断 面  
係 数  

単位 

型式 

S N - II U

S N - III U

t B h A W I x Z x i x A W I x Z x E I
枚 

mm mm mm cm2 kg / m cm4 cm3 cm cm2 kg / m2 cm4 cm3 t . m2

5 333 48 22.86 17.9 446.6 13.3 53.7 510 144 107 31.43 68.58

5 333 85 24.60 19.3 212 39.0 57.9 2000 272 420 32.90 73.80

矢　板　長　（m） 

2.0 

35.8 

 

107

2.5 

44.8 

 

134

3.0 

53.7 

 

161

3.5 

62.6 

 

188

4.0 

 

77.2 

 

232

4.5 

 

86.8 

 

260

一枚当り 

重　　量 

壁長１m 

当り重量 

S N - II U 

S N - III U 

S N - II U 

S N - III U

5.0 

5.0 

5.0 

5.0

17.9 

19.3 

53.7 

57.9

■断面性能

■重量表

※その他サイズに関してはご相談ください。



関
係
資
料

114 Comprehensive  catalog

型枠支保工　強度計算書（枠組）

（1）主要部材断面性状及び許容荷重 

（2）設計条件 

2－1）鉛直荷重 
鉄筋コンクリート単位重量　 

　　　　　W1 =2500㎏/m3 

衝撃荷重 

　　　　　W2 =コンクリート重量の15％ 

作業荷重 

　　　　　W3 =150㎏/㎡ 

仮設荷重 

　　　　　W4 =100㎏/㎡ 

2－2）水平荷重 
鉛直荷重の2.5％（枠組支保工の場合） 

鉛直荷重の5.0％（パイプサポート支保工の場合） 

2－3）許容たわみ量 
0.3㎝以下 

部　材　規　格 

建　枠　　調　節　枠 

パ イ プ サ ポ ー ト 

せき板 合板12㎜（１㎝巾につき） 

根太□－60×2.3t（STKR400） 

大引□－100×3.2t（STKR400） 

分
　
類 

支
持
部
材 

型
枠
部
材 

断　面　性　状 

Ｉ㎝4

 

 

0.144 

28.3  

187

Ｚ㎝3

 

 

0.24  

9.44  

37.5

Ａ㎝2

 

 

1.2  

5.172 

12.13

許　容　荷　重 

曲げ 
㎏／㎝2

ヤング 
係　数 

 

 

120 

1600 

1600

圧縮㎏ 

4350 

2000

 

 

7×104 

2.1×106 

2.1×106

引張り 
㎏／㎝2

※　パイプサポートは高さ2ｍ以内ごとに水平２方向につなぎを設けることにより許容荷重2000㎏とする。 
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型枠支保工　強度計算書（枠組）

3-1）スラブ単位荷重 
コンクリート重量 

　　　　　W1 ＝2500㎏/m3×0.5m＝1250㎏/㎡ 

衝撃荷重 

　　　　　W2 ＝1250㎏/m2×0.15＝188㎏/㎡ 

作業荷重 

　　　　　W3 ＝150㎏/㎡ 

仮設荷重 

　　　　　W4 ＝100㎏/㎡ 

合計重量　（W1 ＋W2＋W3 ＋W4 ） 

　　　　　W ＝1250＋188＋150＋100＝1688㎏/㎡≒0.169㎏/㎝2

（4）スラブ部各部材の検討 

4－1）型枠の検討 
合板厚み　1.2㎝を使用する 巾１㎝当りの断面性能　 

Ｉ=0.144㎝3 

Ｚ=0.24㎝3 

Ｅ=７×104㎏/㎝2 

σ=120㎏/㎝2 

　Ｗ =0.169㎏／㎝×１㎝ 

　　＝0.169㎏／㎝ 

曲げ 

Ｍ＝―wL2＝―×0.169×302＝19㎏／㎝ 

 

σb＝―＝――＝79.2㎏／㎝2＜120㎏／㎝2………ＯＫ 

1 
8

Ｍ 
Ｚ 

たわみ 

δ＝――――＝―――――――――― 

 

σb＝0.18㎝＜0.3㎝………ＯＫ 

5wL2 
384ＥＩ 

5×0.169×304 
384×７×104×0.144

19 
0.24

1 
8

（3）スラブ厚500ミリ部の荷重算出 

建　枠 

調節枠 
大引材　角パイプ 

□－100×3.2ｔ 

根太材（＠300） 

□－60×2.3ｔ 

914 772 914 1219

50
0

Ｗ 

Ｌ＝30㎝ 
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型枠支保工　強度計算書（枠組）

4－2）根太材の検討 
角パイプ　□－60×60×2.3ｔを使用する 

Ｉ=28.3㎝4 

Ｚ=9.44㎝3 

Ｅ=2.1×106㎏/㎝2 

σ=1600㎏/㎝2 

　Ｗ =0.169㎏／㎝2×30㎝ 

　　＝5.07㎏／㎝ 

曲げ 

Ｍ＝―wL2＝―×5.07×91.42＝5294.3㎏／㎝ 

 

σb＝―＝―――＝561㎏／㎝2＜1600㎏／㎝2………ＯＫ 

1 
8

Ｍ 
Ｚ 

たわみ 

δ＝――――＝―――――――――― 

 

σb＝0.08㎝＜0.3㎝………ＯＫ 

5wL4 
384ＥＩ 

5×5.07×91.44 
384×2.1×106×28.3

5294.3 
9.44

1 
8

4－3）大引材の検討 
角パイプ　□－100×100×2.3ｔを使用する 

Ｉ=187㎝4 

Ｚ=37.5㎝3 

Ｅ=2.1×106㎏/㎝2 

σ=1600㎏/㎝2 

　Ｗ =0.169㎏／㎝2×―――――― 

　　＝14.3㎏／㎝ 

曲げ 

Ｍ＝―wL2＝―×14.3×121.92＝26562㎏／㎝ 

 

σb＝―＝―――＝708.3㎏／㎝2＜1600㎏／㎝2………ＯＫ 

1 
8

Ｍ 
Ｚ 

91.4＋77.2㎝ 
2

たわみ 

δ＝――――＝―――――――――― 

 

σb＝0.105㎝＜0.3㎝………ＯＫ 

5wL2 
384ＥＩ 

5×14.3×121.94 
384×2.1×106×187

26562 
37.5

1 
8

Ｗ 

Ｌ＝91.4㎝ 

Ｗ 

Ｌ＝121.9㎝ 
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4－4）枠組（建枠・調節枠）の検討 

枠組（914幅）を使用する 

建枠・調節枠１枠当り許容荷重　4350㎏　　　１脚当り許容荷重　Ｐa＝―――＝2175㎏ 

スラブ荷重→Ｐ＝0.169㎏／㎝2×84.3㎝×121.9㎝ 

 

　　　　　　　＝1737㎏ 

 

　　　　　　　＝1737㎏＜2175㎏………ＯＫ 

4350 
2

パイプサポートを使用する 

パイプサポート１本当り許容荷重　20000㎏ 

スラブ荷重→Ｐ＝0.169㎏／㎝2×90㎝×90㎝ 

 

　　　　　　　＝1369㎏ 

 

　　　　　　　＝1369㎏＜2000㎏………ＯＫ 

4－5）パイプサポートの検討 

243

Ｐ Ｐ 

914 772 914

1219

1219 1219

建枠・調節枠 

914幅 

パイプサポート 

900

Ｐ 

900

Ｐ 

900 900 900 900
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型枠支保工　強度計算書（枠組）

4－6）枠組水平力のチェック 

ａ）大筋違単管にかかる荷重Ｎ　（部材応力は圧縮応力のみ受けるものとする。） 

水平過重Ｐ＝垂直荷重Ｗ×2.5％ 

　　　　　＝1737㎏×0.025 

　　　　　＝43.43㎏ 

　　　　Ｎ＝Ｐ×――― 

　　　　　＝43.43㎏×――――― 

　　　　　＝57.0㎏ 

ｂ）固定部（自在クランプ）の強度 

クランプ１ヶの許容強度350㎏ 

＝57.0㎏＜350㎏……………ＯＫ 

ｃ）大筋違（単管パイプ）の強度 

許容座屈応力の値は、次の式により計算を行って得た値以下とする。（労働安全衛生規則より） 

―≦Λの場合　δc＝――――――――Ｆ 

Ｌ 
スパン 

2200Ｌ 
1690スパン 

１－0.4（―／Λ）
2

 
ν 

Ｌ 
ｉ Ｌ 

ｉ 

―＞Λの場合　δc＝―――――Ｆ 
0.29 

（―／Λ）
2Ｌ 

ｉ 

0.29 

（―／Λ）
2Ｌ 

ｉ 

Ｌ 
ｉ 

Ｌ 
ｉ 

よって、許容支持力は　Ｆc＝Ａδc

―＝――＝134.15
220 
1.64

Ｌ 
ｉ 

Ｌ 
ｉ 

Λ＝ π2Ｅ／0.6Ｆ＝97.96

よって、―＞Λの場合　δc＝――――Ｆ 

δc＝556㎏/㎝2

Ｆc＝Ａ・δc 

＝3.483㎝2×556㎏/㎝2 

＝1936㎏ 

＝57.0㎏＜1936㎏……………ＯＫ 

斜　材　　φ48.6×2.4t（STK500） 

断　面　積　　　　Ａ＝3.483㎝2 

最小断面二次半径　ｉ＝1.64㎝ 

ヤング係数　　　　Ｅ＝2.1×106㎏/㎝2

　Ｌ…大筋違の長さ　（220㎝） 

　Λ…限界細長比＝ π2Ｅ／0.6Ｆ 

σｃ…許容座屈応力 

　ν…安全率＝1.5＋0.57（―／Λ）2 

　Ｆ…当該鋼材の降伏強さの値又は引張り強さ 

　　　の値の３／４のうちいずれか小さい値 

　　　（3600㎏/㎝2） 

Ｆｃ…大筋違の許容支持力 

Ｗ＝1737㎏ 

Ｐ＝43.43㎏ 

Ｌ
＝
22
00

Ｌ
＝
22
00

Ｎ 

1690
スパン 

Ｎ＝ブレースにかかる 

圧縮荷重 

大筋違単管 

φ48.6×2.4ｔ 

自在クランプ 
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4－7）パイプサポート水平力のチェック 

ａ）大筋違単管にかかる荷重Ｎ　（部材応力は圧縮応力のみ受けるものとする。） 

水平過重Ｐ＝垂直荷重Ｗ×2.5％ 

　　　　　＝1369㎏×0.05 

　　　　　＝68.45㎏ 

　　　　Ｎ＝Ｐ×――― 

　　　　　＝68.45㎏×――――― 

　　　　　＝129.3㎏ 

ｂ）固定部（自在クランプ）の強度 

クランプ１ヶの許容強度　350㎏ 

＝129.3㎏＜350㎏……………ＯＫ 

ｃ）大筋違（単管パイプ）の強度 

許容座屈応力の値は、次の式により計算を行って得た値以下とする。（労働安全衛生規則より） 

―≦Λの場合　δc＝――――――――Ｆ 

Ｌ 
スパン 

1700Ｌ 
900スパン 

１－0.4（―／Λ）
2

 
ν 

Ｌ 
ｉ Ｌ 

ｉ 

―＞Λの場合　δc＝―――――Ｆ 
0.29 

（―／Λ）
2Ｌ 

ｉ 

0.29 

（―／Λ）
2Ｌ 

ｉ 

Ｌ 
ｉ 

Ｌ 
ｉ 

よって、許容支持力は　Ｆc＝Ａδc

―＝――＝103.66
170 
1.64

Ｌ 
ｉ 

Ｌ 
ｉ 

Λ＝ π2Ｅ／0.6Ｆ＝97.96

よって、―＞Λの場合　δc＝――――Ｆ 

δc＝932㎏/㎝2

Ｆc＝Ａ・δc 

＝3.483㎝2×932㎏/㎝2 

＝3246㎏ 

＝129.3㎏＜3246㎏……………ＯＫ 

斜　材　　φ48.6×2.4t（STK500） 

断　面　積　　　　Ａ＝3.483㎝2 

最小断面二次半径　ｉ＝1.64㎝ 

ヤング係数　　　　Ｅ＝2.1×106㎏/㎝2

　Ｌ…大筋違の長さ　（170㎝） 

　Λ…限界細長比＝ π2Ｅ／0.6Ｆ 

σｃ…許容座屈応力 

　ν…安全率＝1.5＋0.57（―／Λ）2 

　Ｆ…当該鋼材の降伏強さの値又は引張り強さ 

　　　の値の３／４のうちいずれか小さい値 

　　　（3600㎏/㎝2） 

Ｆｃ…大筋違の許容支持力 

Ｗ＝1369㎏ 

Ｐ＝68.45㎏ 

Ｌ
＝
17
00

Ｌ
＝
17
00

Ｎ 

900
スパン 

Ｎ＝ブレースにかかる 

圧縮荷重 

大筋違単管 

φ48.6×2.4ｔ 

自在クランプ 
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型枠支保工　強度計算書（システムサポート）

（1）主要部材断面性状及び許容荷重 

（2）設計条件 

2－1）鉛直荷重 
鉄筋コンクリート単位重量　 

　　　　　W1 =2500㎏/m3 

衝撃荷重 

　　　　　W2 =コンクリート重量の15％ 

作業・仮設荷重 

　　　　　W3 =250㎏/㎡ 

2－2）水平荷重 
鉛直荷重の５％ 

2－3）許容たわみ量 
0.3㎝以下 

部　材　規　格 

システムサポート支柱部材 

せき板 合板12㎜　　巾１㎝当り 

根太□－60×2.3t（STKR400） 

大引□－100×3.2t（STKR400） 

分
　
類 

支
持 

部
材 

型
枠
部
材 

断　面　性　状 

Ｉ㎝4

 

0.144 

28.3  

187

Ｚ㎝3

 

0.24  

9.44  

37.5

Ａ㎝2

 

1.2  

5.172 

12.13

許　容　荷　重 

曲げ 
㎏／㎝2

ヤング 
係　数 

 

120 

1600 

1600

圧縮㎏ 

5500  

70000 

2100000 

2100000

引張り 
㎏／㎝2

※　システムサポートの片ブレース（／）時の許容荷重は5500㎏／１本とする。 
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型枠支保工　強度計算書（システムサポート）

コンクリート重量 

　　　　　W1 ＝2500㎏/m3×１m＝2500㎏/㎡ 

衝撃荷重 

　　　　　W2 ＝2500㎏/m3×0.15＝375㎏/㎡ 

作業・仮設荷重 

　　　　　W3 ＝250㎏/㎡ 

合計重量　（W1 ＋W2＋W3 ） 

　　　　　W ＝2500＋375＋250＝3125㎏/㎡≒0.313㎏/㎝2

（4）型枠、根太、大引、サポート各部材の検討 

4－1）型枠の検討 
せき板　合板12㎜を使用する 巾１㎝当りの断面性能　 

Ｉ=0.144㎝4 

Ｚ=0.24㎝3 

Ｅ=70000㎏/㎝2 

σ=120㎏/㎝2 

　Ｗ =0.313㎏／㎝2×１㎝ 

　　＝0.313㎏／㎝ 

曲げ 

Ｍ＝――＝―――――＝24.46㎏／㎝ 

 

σb＝―＝―――＝102㎏／㎝2＜120㎏／㎝2………ＯＫ 

wL2 
8

Ｍ 
Ｚ 

たわみ 

δ＝――――＝――――――――――＝0.158㎝＜0.3㎝………ＯＫ 
5wL4 
384ＥＩ 

5×0.313×254 
384×70000×0.144

24.46 
0.24

0.313×252 
8

（3）強度検討用荷重算出 

914㎜ 1219㎜ 支柱材 

根太　□－60×2.3ｔ（STKR400） 

（＠250㎜） 

大引　□－100×3.2ｔ（STKR400） 

（＠914㎜） 

10
00

Ｗ 

Ｌ＝25㎝ 
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4－2）根太材の検討 
根太　□－60×2.3t（STKR400）を使用する 

Ｉ=28.3㎝4 

Ｚ=9.44㎝3 

Ｅ=2100000㎏/㎝2 

σ=1600㎏/㎝2 

　Ｗ =0.313㎏／㎝2×25㎝ 

　　＝7.83㎏／㎝ 

曲げ 

Ｍ＝――＝―――――＝8177㎏・㎝ 

 

σb＝―＝―――＝867㎏／㎝2＜1600㎏／㎝2………ＯＫ 

wL2 
8

Ｍ 
Ｚ 

たわみ 

δ＝――――＝――――――――――＝0.12㎝＜0.3㎝………ＯＫ 
5wL 
384ＥＩ 

5×7.83×91.44 
384×2100000×28.3

8177 
9.44

7.83×91.42 
8

4－3）大引材の検討 
大引　□－100×3.2t（STKR400）を使用する 

Ｉ=187㎝4 

Ｚ=37.5㎝2 

Ｅ=2100000㎏/㎝2 

σ=1600㎏/㎝2 

　Ｗ =0.313㎏／㎝2×91.4㎝ 

　　＝28.61㎏／㎝ 

曲げ 

Ｍ＝――＝――――――＝53142㎏・㎝ 

 

σb＝―＝―――＝1418㎏／㎝2＜1600㎏／㎝2………ＯＫ 

wL2 
8

Ｍ 
Ｚ 

たわみ 

δ＝――――＝――――――――――＝0.21㎝＜0.3㎝………ＯＫ 
5wL2 
384ＥＩ 

5×28.61×121.94 
384×2100000×187

53142 
37.5

28.61×121.92 
8

Ｗ 

Ｌ＝91.4㎝ 

Ｗ 

Ｌ＝121.9㎝ 
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型枠支保工　強度計算書（システムサポート）

4－4）サポート材の検討 

システムサポートを使用する 

システムサポート許容荷重　Ｐa＝5500㎏ 

Ｐ＝0.313㎏／㎝2×91.4㎝×121.9㎝ 

 

　＝3488㎏＜5500㎏………ＯＫ 

5－1）Ｘ方向（根太方向） 

（5）サポート水平力の検討 

ａ）ブレースにかかる荷重Ｎ　（部材応力は圧縮応力のみ受けるものとする。） 

ブレース長さＬ＝1550㎜ 

　　　　スパン＝914㎜ 

　　　水平力Ｐ＝垂直荷重Ｗ×５％ 

　　　　　　　＝3488㎏×0.05 

　　　　　　　＝174.4㎏ 

　　圧縮荷重Ｎ＝Ｐ×――― 

　　　　　　　＝174.4×――― 

　　　　　　　＝296㎏ 

ｂ）ブレース接合部の許容強度（実験値による） 

＝296㎏＜1000㎏……………ＯＫ 

Ｌ 
スパン 
1550 
914

状　　態 

引 張 り 

圧　　縮 

破壊荷重　㎏ 

2000以上 

2000以上 

許容荷重　㎏ 

1000 

1000

914 1219

914 1219914 1219

10
00

Ｗ＝3488㎏ 

Ｐ＝174.4㎏ 

Ｎ＝ブレースにかかる 
圧縮荷重 

スパン 

Ｎ 

Ｌ
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型枠支保工　強度計算書（システムサポート）

ｃ）斜材の強度 

許容応力の値は、次の式により計算を行って得た値以下とする。（労働安全衛生規則より） 

―≦Λの場合　δc＝――――――――Ｆ 
１－0.4（―／Λ）

2

 
ν 

Ｌ 
ｉ Ｌ 

ｉ 

―＞Λの場合　δc＝―――――Ｆ 
0.29 

（―／Λ）
2Ｌ 

ｉ 

Ｌ 
ｉ 

Ｌ 
ｉ 

よって、許容支持力は　Ｆc＝Ａ・δc

―＝――＝138.4
155 
1.12

Ｌ 
ｉ 

Ｌ 
ｉ 

Λ＝ π2Ｅ／0.6Ｆ＝138.5

よって、―≦Λの場合 

δc＝522㎏/㎝2

Ｆc＝Ａ・δc 

＝2.291㎝2×522㎏/㎝2 

＝1195㎏ 

＝296㎏＜1195㎏……………ＯＫ 

斜　材　　φ34×2.3t（STK400） 
断　面　積　　　　Ａ＝2.291㎝2 
最小断面二次半径　ｉ＝1.12㎝ 
ヤング係数　　　　Ｅ＝2100000㎏/㎝2

　Ｌ…斜材の長さ　（155㎝） 

　Λ…限界細長比＝ π2Ｅ／0.6Ｆ 

σｃ…許容座屈応力 

　ν…安全率＝1.5＋0.57（―／Λ）2 

　Ｆ…当該鋼材の降伏強さの値又は引張り強さの値の３／４の 

　　　うちいずれか小さい値（1800㎏/㎝2） 

Ｆｃ…斜材の許容支持力 

5－2）Ｙ方向（大引方向） 

ａ）ブレースにかかる荷重Ｎ　（部材応力は圧縮応力のみ受けるものとする。） 

ブレース長さＬ＝1710㎜ 

　　　　スパン＝1219㎜ 

　　　水平力Ｐ＝垂直荷重Ｗ×５％ 

　　　　　　　＝3488㎏×0.05 

　　　　　　　＝174.4㎏ 

　　圧縮荷重Ｎ＝Ｐ×――― 

　　　　　　　＝174.4×――― 

　　　　　　　＝245㎏ 

Ｌ 
スパン 
1710 
1219

Ｗ＝3488㎏ 

Ｐ＝174.4㎏ 

Ｎ＝ブレースにかかる 
圧縮荷重 

スパン 

Ｎ 

Ｌ
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型枠支保工　強度計算書（システムサポート）

ｃ）斜材の強度 

許容応力の値は、次の式により計算を行って得た値以下とする。（労働安全衛生規則より） 

―≦Λの場合　δc＝――――――――Ｆ 
１－0.4（―／Λ）

2

 
ν 

Ｌ 
ｉ Ｌ 

ｉ 

―＞Λの場合　δc＝―――――Ｆ 
0.29 

（―／Λ）
2Ｌ 

ｉ 

Ｌ 
ｉ 

Ｌ 
ｉ 

よって、許容支持力は　Ｆc＝Ａ・δc

―＝――＝152.7
171 
1.12

Ｌ 
ｉ 

Ｌ 
ｉ 

Λ＝ π2Ｅ／0.6Ｆ＝138.5

よって、―≦Λの場合 

δc＝429㎏/㎝2

Ｆc＝Ａ・δc 

＝2.291㎝2×429㎏/㎝2 

＝982㎏ 

＝245㎏＜982㎏……………ＯＫ 

斜　材　　φ34×2.3t（STK400） 
断　面　積　　　　Ａ＝2.291㎝2 
最小断面二次半径　ｉ＝1.12㎝ 
ヤング係数　　　　Ｅ＝2100000㎏/㎝2

　Ｌ…斜材の長さ　（171㎝） 

　Λ…限界細長比＝ π2Ｅ／0.6Ｆ 

σｃ…許容座屈応力 

　ν…安全率＝1.5＋0.57（―／Λ）2 

　Ｆ…当該鋼材の降伏強さの値又は引張り強さの値の３／４の 

　　　うちいずれか小さい値（1800㎏/㎝2） 

Ｆｃ…斜材の許容支持力 

ｂ）ブレース接合部の許容強度（実験値による） 

＝245㎏＜1000㎏……………ＯＫ 

状　　態 

引 張 り 

圧　　縮 

破壊荷重　㎏ 

2000以上 

2000以上 

許容荷重　㎏ 

1000 

1000
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足場ブラケットの検討
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ブラケットサポートの検討
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ブラケットサポートの検討
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仮囲安全綱板の検討
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仮囲安全綱板の検討
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仮囲安全綱板の検討
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仮囲安全綱板の検討
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梁の算定式（応力とたわみ）
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断面性能表
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断面性能表
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断面性能表
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断面性能表
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断面性能表
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断面性能表
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断面性能表
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断面性能表
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断面性能表
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断面性能表
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断面性能表
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断面性能表
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断面性能表
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仮設工事に用いる主な材料の
許容応力度及びヤング係数
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安全関連法規等
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◆ 本　　社 ◆

TEL（025）270-5548㈹　FAX（025）273-6612〒950-0803 新潟市中興野84番地7

◆ 新潟営業所・工場 ◆

TEL（025）259-6711㈹　FAX（025）259-8131〒950-3134 新潟市新崎709番地2

大形駅 

新崎駅 

至
新
潟
市
街 

海老ヶ瀬I.C

県立女子短大 
●　　 
 

泰平橋 

J R 白 新 線
 

至 豊 栄  

鉄工団地● 

阿
賀
野
川
 

杉崎リース工業　 
　 　本　社 

● 

伏見蒲鉾 

● 

●
 

● 

新潟県立 
北高校 

パチンコ 
ダイエー 

杉崎リース工業　 
新潟営業所・工場 

セーブオン 
● 

国道
7号
 

至新
発田
 

セブン 
イレブン 

新新
バ

イ
パ
ス

至
新
発
田
 

杉崎リース工業所在地

●入出庫業務受付時間：平日（月）～（金）8：00～16：00
（土　曜　日）8：00～12：00

※土曜日は、敷鉄板のみの入出庫業務となります
※第2・第4土曜日休み

tinom
取り消し線

tinom
取り消し線

tinom
取り消し線
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◆ 上越営業所・工場 ◆

TEL（0255）72-7921㈹　FAX（0255）72-7922〒944-0092 新潟県新井市飛田1207-1

上越I.C

至直
江津
 

国道18
号 

旧 国 道 18 号 （ 上 越 大 通 り ）  

新
井
市
立
 

斐
太
北
小
学
校
 

　
　
　
　
　
●
 至

妙
高
・ 

長
野
方
面
 

寺町I.C

春日山駅 

高田駅 
南高
田駅
 

脇野
田駅
 

北新井駅 

杉崎リース工業 
上越営業所・工場 

〈新井市〉 〈上越市〉 

北
陸
自
動
車
道

JR
信
越
本
線
 

上越・新井飛田線 

矢代川 乙
吉
信
号
 

●　　　 
小畑酒店 

●入出庫業務受付時間：平日（月）～（金）8：00～16：00
（土　曜　日）8：00～12：00

※第2・第4土曜日休み
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◆ 直江津出張所 ◆

TEL（0255）43-1421㈹　FAX（0255）43-1669〒942-0147 新潟県中頸城郡頸城村西福島566番地5

上越I.C

至
新
井 

至富山 

北陸自動車道 

国
道
2
5
2
号 

三
ツ
屋
信
号
 

日
之
出
町
信
号
 

関
川
 

諏
訪
信
号
 

●
新
潟
運
輸
 

●
西
福
島
工
業
団
地
の
看
板
 

●
上
越
木
材
 

●
シ
ゲ
ル
工
業
 

国道8号 

一
光
ス
タ
ン
ド
 

●
 

米
原
商
事
●
 

宇
佐
美
ス
タ
ン
ド
 

●
 

至
柿
崎
 

杉崎リース工業　 
直江津出張所 

●入出庫業務受付時間：平日（月）～（金）8：00～16：00
（土　曜　日）8：00～12：00

※第2・第4土曜日休み
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◆ 関東支店 ◆

TEL（047）354-3111㈹　FAX（047）354-3114〒279-0012 千葉県浦安市入船1丁目5番2号

◆ 佐倉工場 ◆

TEL（043）498-2571㈹　FAX（043）498-2578〒285-0802 千葉県佐倉市大作1丁目6番地8

ミドリ十字 

● 

● ● 

東京めいらく 

公
園
●
 

● 

至成田
 

東関東
自動車

道 

至
千
葉
 

国
道
51
号
線
 

佐倉第3 
工業団地 
入口 

佐倉I.C

至
東
京
 

杉崎リース工業　 
佐倉工場 

東海リース 

日機電装 
日本 
セミコン 

新浦安駅 

● 

ブ
ラ
イ
ト
ン 

ホ
テ
ル 

● 

オ
リ
エ
ン
タ
ル 

ホ
テ
ル 

入船中央 
エステート 

京葉線 

入
船
東 

エ
ス
テ
ー
ト 

●
入
船
保
育
園 

美
浜
西 

エ
ス
テ
ー
ト 

杉崎リース工業　 
関東支店 

明治生命 
新浦和ビル14F

公園 

入
船
西 

エ
ス
テ
ー
ト 

エアレジデンス 
新浦安 

●入出庫業務受付時間：平日（月）～（金）8：00～15：00
（土　曜　日）8：00～11：30

※第2・第4土曜日休み
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仮設機材整備関連装置

当社におきましては、そのニーズに対応する為、量の確保、多品種の装

備、品質の均一化及びユーザーの使用の合理化に努めております。

当社の機材センターの運営について一時的なストックヤードという考え

を改め生産工場という考えに立ち機材の品質の均一化、生産性の向上に努

めるべく整備関連装置の導入を積極的に進めております。

◯高能率単管ケレン曲り矯正機

◯単管端面ケレン機

◯高能率プレス（枠組足場用）ケレン機

◯高能率ジャッキベースクリーナー

（大引受ジャッキ、棒ジャッキ）クリーナー

◯鋼製布板・鋼製足場板・アルミ足場板ケレン機

◯パイプコンクリートつまり除去装置

◯パイプ・建枠、サポートへこみ修正機

◯建枠ケレン機・積み重ね自動化システム

◯スジカイケレン機

◯パイプピン加工機

◯敷鉄板曲り矯正プレス

◯敷鉄板ジェット水洗洗浄機

単管ケレン・曲がり矯正機

単管端面ケレン機

高能率ジャッキベースクリーナー

建枠ケレン・積み重ね自動化システム

敷鉄板曲がり矯正プレス枠組足場用スジカイケレン機
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